
国がん発 号

令和 4 年 10 月 4 日

殿 開設者名　国立研究開発法人

　　　　　国立がん研究センター

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

（注）

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

○
医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

21665

厚生労働大臣　加藤　勝信

理事長　中釜　斉

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和3年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

氏名

〒104-0045　東京都中央区築地5-1-1

国立研究開発法人国立がん研究センター

国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科

〒104-0045　東京都中央区築地5-1-1

電話（　　03　　）　3542　－　2511　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場
合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

形成外科 病理診断科 緩和ケア内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名と
して「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」
「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療
の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を
提供しているとして差し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

（単位：床）578 578



常勤 非常勤 合計 員数 員数

356 27.1 383.1 41 0

2 1.5 3.5 4 87

81 0.4 81.4 3 0

0 0 0 1 0

0 0 0 0 0

704 14.1 718.1 14 9

0 0 0 0 105

4 0.9 4.9 1 205

8 0 8 80 183

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

臨床工学士

あん摩マッサージ指圧師義肢装具士助産師

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 4

合計

1

4

27

5

11

8

1

203

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

54

67

3

7

4

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　　島田　和明　　　） 任命年月日

平成26年7月から、診療科長としてリスクマネージャー業務を遂行し診療科内の医療安全管理業務に携わり、加えて、診療
担当副院長として医療事故等防止対策委員会委員の業務経験がある。
令和2年4月以降は、病院長として、医療事故等防止対策委員会委員長の業務に携わっている。

歯科等以外 歯科等 合計

503.4

1551.1

3408.6

138

2

17

304

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄には
それ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

503.4

1483.5

0

67.6



10　施設の構造設備

8 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

662.9 ㎡ （主な設備）

161.04 ㎡ （主な設備）

490.59 ㎡ （主な設備）

142.15 ㎡ （主な設備）

38936 ㎡ （主な設備）

887.03 ㎡ 室数 室 人

376.64 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

氏名 所属
委員長
（○を付

す）
選定理由

それ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
216.7

鉄骨構造 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄骨構造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

床面積

鉄骨構造

鉄骨構造

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

多項目自動血球分析装置、血液凝固測定装置、全自
動免疫化学分析測定装置、全自動化学発光測定装
置、生化学用自動分析装置、全自動薬物濃度測定装
置、尿自動分析装置

同定・薬剤感受性パネル自動測定装置、血液培養自
動分析装置

床面積

共用する室名

鉄骨構造

鉄骨構造

1

収容定員

蔵書数

50～300

9万

病床数 39472.42

算出
根拠

自動染色装置、自動免疫染色装置、凍結切片作製装
置、自動封入装置、密閉式自動固定包埋装置、対面
作業用下降流プッシュプル型換気装置

ホルマリン作製装置

遺伝子導入装置、ゲル撮影装置、画像診断装置、細
胞解析装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 92.6 逆紹介率 92.1

4

9,470

9,418

0

10,222

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

55.46



○ 無

無

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

病院ホームページへ記載

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

患者団体の理事長であ
り、医療を受ける者と
して医療関連学会等の
構成員を務められ、医

療に係る安
全に関する識見を有す

る

2

山本 修一 

地域医療機能推進機構　理事
長

千葉大学大学院医学研究院眼
科学前教授

千葉大学医学部附属病院前病
院長

特定機能病院の前管理
者であり、医療に係る
安全管理に関する識見

を有する。
1

 荒井 保明

国立がん研究センター
 客員研究員

国立がん研究センター
前理事長特任補佐

国立がん研究センター中央病
院元病院長

当院の元管理者であ
り、医療に係る安全管
理に関する識見を有す

る

1

川﨑　志保理
順天堂大学医学部附属順天堂

医院
医療安全推進部　部長補佐

特定機能病院の医療安
全管理部門に所属し、
医療に係る安全管理に
関する識見を有する。

1

田島 優子
さわやか法律事務所

 弁護士

弁護士として政府の諮
問機関等医療問題に関
わっており、医療に係
る法律に関する識見を

有する

1

眞島 喜幸
ＮＰＯ法人パンキャンジャパ

ン 理事長



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

1

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療　根治切除が可能な肝細胞がん（初発のものであり、単独で発生したものであって、その長径
が三センチメートルを超え、かつ、十二センチメートル未満のものに限る。）【外科的治療を実施する施設】

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

3

0

2

1

76

0

4

93

6

2

0

13

187

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法
（小腸腺がん（ステージがI期、II期又はIII期であって、肉眼による観察及び病理学的見地から完全に切除
されたと判断されるものに限る。））

術後のアスピリン経口投与療法
（下部直腸を除く大腸がん（ステージがIII期であって、肉眼による観察及び病理学的見地から完全に切除
されたと判断されるものに限る。））

プローブ型共焦点レーザー顕微内視鏡による胃上皮性病変の診断
（胃上皮性病変）

シクロホスファミド静脈内投与療法
（成人T細胞白血病（末梢血幹細胞の非血縁者間移植が行われたものに限る））

イマチニブ経口投与及びペムブロリズマブ静脈内投与の併用療法
（進行期悪性黒色腫（KIT遺伝子変異を有するものであって、従来の治療法に抵抗性を有するものに限
る））

周術期デュルバルマブ静脈内投与療法
（肺尖部胸壁浸潤がん（化学放射線療法後のものであって、同側肺門リンパ節・縦隔リンパ節転移、同一
肺葉内・同側の異なる肺葉内の肺内転移及び遠隔転移のないものに限る））

マルチプレックス遺伝子パネル検査
（進行再発固形がん（非小細胞肺がん、乳がん、胃がん、大腸がん、膵がん又は胆道がんに限る。））

メトロホルン経口投与及びテモゾロミド経口投与の併用療法
（膠芽腫（初発のものであって、テモゾロミド経口投与及び放射線治療の併用療法後のものに限る））

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

テモゾロミド用量強化療法
（膠芽腫（初発時の初期治療後に再発又は増悪したものに限る。））

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法
（肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるも
のに限る。））

経皮的乳がんラジオ波焼灼療法
（早期乳がん（長径が一・五センチメートル以下のものに限る。））

インターフェロンα皮下投与及びジドブジン経口投与の併用療法
（成人T細胞白血病リンパ腫（症候を有するくすぶり型又は予後不良因子を有さない慢性型のものに限
る。））

術前のS-1内服投与、シスプラチン静脈内投与及びトラスツズマブ静脈内投与の併用療法
（切除が可能な高度リンパ節転移を伴う胃がん（HER2が陽性のものに限る。)）

（様式第2）



　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

1 筋萎縮性側索硬化症 3 56
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク
ネ症候群

3

2 パーキンソン病 31 57 強直性脊椎炎 2
3 シャルコー・マリー・トゥース病 1 58 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
4 重症筋無力症 9 59 胆道閉鎖症 1
5 多発性硬化症／視神経脊髄炎 5 60 ＩｇＧ４関連疾患 2
6 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 1 61 黄斑ジストロフィー 1
7 もやもや病 2 62 好酸球性副鼻腔炎 2
8 進行性多巣性白質脳症 2 63
9 神経線維腫症 7 64
10 表皮水疱症 1 65
11 スティーヴンス・ジョンソン症候群 10 66
12 中毒性表皮壊死症 1 67
13 結節性多発動脈炎 1 68
14 悪性関節リウマチ 1 69
15 バージャー病 3 70
16 全身性エリテマトーデス 12 71
17 皮膚筋炎／多発性筋炎 10 72
18 混合性結合組織病 2 73
19 シェーグレン症候群 443 74
20 ベーチェット病 8 75
21 特発性拡張型心筋症 9 76
22 肥大型心筋症 20 77
23 再生不良性貧血 14 78
24 自己免疫性溶血性貧血 59 79
25 特発性血小板減少性紫斑病 60 80
26 血栓性血小板減少性紫斑病 2 81
27 IgＡ 腎症 3 82
28 多発性嚢胞腎 2 83
29 後縦靱帯骨化症 6 84
30 広範脊柱管狭窄症 1 85
31 特発性大腿骨頭壊死症 3 86
32 下垂体性PRL分泌亢進症 1 87
33 クッシング病 1 88
34 アジソン病 3 89
35 サルコイドーシス 6 90
36 特発性間質性肺炎 20 91
37 肺動脈性肺高血圧症 1 92
38 バッド・キアリ症候群 1 93
39 特発性門脈圧亢進症 1 94
40 原発性胆汁性胆管炎 3 95
41 自己免疫性肝炎 8 96
42 クローン病 4 97
43 潰瘍性大腸炎 65 98
44 遺伝性周期性四肢麻痺 1 99
45 脊髄空洞症 2 100
46 遺伝性ジストニア 1 101
47 結節性硬化症 2 102
48 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 3 103
49 マルファン症候群 1 104
50 ウィルソン病 2 105
51 急速進行性糸球体腎炎 1 106
52 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 107
53 閉塞性細気管支炎 98 108
54 副甲状腺機能低下症 63 109
55 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 110

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 62
合計患者数（人） 1037

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・情報通信機器を用いた診療にかかる基準情報通信機器を
用いた診療にかかる基準

　・特定機能病院入院基本料（７対１）

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算２（２０対１）

　・（２５対１未）急性期看護補助体制加算

　・夜間100対1急性期看護補助体制加算

　・夜間看護体制加算

　・看護補助体制充実加算

　・看護職員夜間配置加算(１６対１配置加算１）

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算１

　・早期栄養介入管理加算

　・小児入院医療管理料３

　・プレイルーム加算

　・指導強化加算

　・患者サポート体制充実加算

　・入退院支援加算１

　・入院時支援加算

　・総合機能評価加算

　・認知症ケア加算１

　・特定集中治療室管理料１

　・早期離床・リハビリテーション加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・排尿自立支援

　・報告書管理体制加算

　・歯科外来診療環境体制加算２

　・

　・

　・

　・

　・無菌治療室管理加算２

　・緩和ケア診療加算

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・

　・医療安全対策加算１

　・感染対策向上加算１

　・がん拠点病院加算

　・栄養サポートチーム加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・

　・

　・

　・

　・データ提出加算２イ 　・

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・病棟薬剤業務実施加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

　・がん患者指導管理料ロ 　・内服・点滴誘発試験

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・神経学的検査

　・がん患者指導管理料イ 　・遺伝カウンセリング加算

　・がん患者指導管理料ハ 　・骨髄微小残存病変量測定

　・がん患者指導管理料二 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・BRCA1/2遺伝子検査

　・外来緩和ケア管理料 　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・外来リハビリテーション診療料 　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

　・ニコチン依存症管理料 　・CT透視下気管支鏡検査加算

　・外来放射線照射診療料 　・経気管支凍結生検法

　・療養・就労両立支援指導料　注３）に規定する相談支援加
算

　・画像診断管理加算１

　・がん治療連携管理料 　・ポジトロン断層撮影

　・がん治療連携計画策定料１ 　・画像診断管理加算３

　・外来がん患者在宅連携指導料 　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

　・薬剤管理指導料 　・CT撮影及びMRI撮影

　・外来排尿自立指導加算 　・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影

　・医療機器安全管理料１ 　・大腸CT撮影加算

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・頭部ＭＲＩ撮影加算

　・医療機器安全管理料２ 　・乳房ＭＲＩ撮影加算

　・外来腫瘍化学療法診療料１　注６）連携充実加算 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・無菌製剤処理料

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・外来化学療法加算１

　・国際標準検査管理加算 　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・遺伝学的検査 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・廃用症候群リハビリテーション料（Ⅱ）

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・がん患者リハビリテーション料 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

　・リンパ浮腫複合的治療料 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る）

　・センチネルリンパ節加算 　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
　・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
規定する処理骨再建加算

　・乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩廓清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩廓清を伴うも
の））

　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術　（乳房切除後）
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの)に限る。)

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘出術(内視鏡手術用支援機器を用
いる場合)

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・腹腔鏡下肝切除術 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術(内視鏡手術用支援
機器を用いるもの)

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術(子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合)

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

　・腎腫瘍凝固・焼灼術　（冷凍凝固によるもの）
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術(内視鏡手術用支援機器を
用いる場合)

　・人工尿道括約筋植込・置換術 　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・内視鏡下鼻･副鼻腔手術Ⅴ型(拡大副鼻腔手術)及び鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術(頭蓋底郭清､再建を伴うもの)

　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6 （歯科点数表
第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術(胆嚢床切除を伴うもの)

　・輸血管理料Ⅰ 　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・輸血適正使用加算 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・コーディネート体制充実加算 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・放射線治療専任加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

（様式第2）



　・外来放射線治療加算 　・

　・高エネルギー放射線治療 　・

　・１回線量増加加算 　・

　・強度変調放射線治療（IMRT） 　・

　・画像誘導放射線治療加算（IGRT） 　・

　・画像誘導密封小線源治療加算 　・

　・定位放射線治療 　・

　・体外照射呼吸性移動対策加算 　・

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算 　・

　・保険医療機関間の連携による病理診断 　・

　・病理診断管理加算２ 　・

　・悪性腫瘍病理組織標本加算 　・

　・歯科口腔リハビリテーション料2 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 　・

　・う蝕歯無痛的窩洞形成加算 　・

　・手術時歯根面レーザー応用加算 　・



　・クラウン・ブリッジ維持管理料 　・

　・口腔粘膜処置 　・

　・レーザー機器加算 　・

　・歯科治療時医療管理料 　・

　・ 　・

　・歯科技工加算 　・

　・精密触覚機能検査 　・

　・有床義歯咀嚼機能検査１ 　・

　・ 　・

　・ 　・



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

 ２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） １１　　例

剖検率（％） 3.44%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

10回／週

　・

　・

剖　検　の　状　況

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・ 　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績
研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

遺伝子パネル検査を超えるコンビネーション医療
機器開発：ボーダーレス遺伝子検査（繰越し）

山本昇 先端医療科 13,000,000 委 AMED

がん領域Clinical Innovation Network事業による
超希少がんの臨床開発と基盤整備を行う総合研

究
米盛勧 腫瘍内科 1,001,000 委 AMED

TERTを標的とした再発膠芽腫に対するエリブリ
ンの医師主導治験

成田善孝 脳脊髄腫瘍科 38,985,000 委 AMED

局所進行食道癌に対する新しい術前治療を確立
する研究

加藤健 頭頸部・食道内科 9,305,000 委 AMED

EGFR遺伝子変異陽性進行非扁平上皮非小細
胞肺癌に対するゲフィチニブまたはオシメルチニ
ブ単剤療法とゲフィチニブまたはオシメルチニブ
にシスプラチン＋ペメトレキセドを途中挿入する

治療とのランダム化比較試験

大江裕一郎 呼吸器内科 10,400,000 委 AMED

進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温
存の非劣性を検証するランダム化比較第III相試

験
吉川貴己 胃外科 17,400,000 委 AMED

進行・再発子宮頸癌の予後向上を目指した集学
的治療の開発

石川光也 婦人腫瘍科 3,250,000 委 AMED

TCR多様性に基づく免疫チェックポイント阻害薬
の治療効果予測に関する研究

吉田達哉 呼吸器内科 9,100,000 委 AMED

血中マイクロRNAがんマーカーの検診コホートに
おける性能検証研究

加藤健 頭頸部・食道内科 31,590,000 委 AMED

ゲノム解析に基づいた造血細胞移植後2次固形
がん最適個別化医療の実現

森泰昌 病理診断科 23,400,000 委 AMED

ゲノム医療時代における、がんの遺伝学的中間
高リスク群の把握と評価手順の標準化をめざした

多施設共同臨床疫学的研究
吉田輝彦 遺伝子診療部門 54,990,000 委 AMED

進行期固形がん患者における初回治療時のが
ん遺伝子プロファイリング検査の臨床的有用性を

検討する臨床研究
吉田達哉 呼吸器内科 26,000,000 委 AMED

Stage III治癒切除大腸癌に対する術後補助療法
としてのアスピリンの有用性を検証する二重盲検

ランダム化比較試験
髙島淳生 消化管内科 19,380,000 委 AMED

非浸潤または小型非小細胞肺がんに対する機能
温存手術の確立に関する研究

渡辺俊一 呼吸器外科 7,800,000 委 AMED

オピオイド不応の神経障害性疼痛に対するプレ
ガバリンとデュロキセチンの国際共同ランダム化

比較試験
松岡弘道 精神腫瘍科 18,199,999 委 AMED

小腸腺癌に対する標準治療の確立に関する研
究

金光幸秀 大腸外科 17,495,000 委 AMED

成人T細胞白血病に対する移植後シクロフォス
ファミドを用いた非血縁者間末梢血幹細胞移植
法の確立と移植後再発への対策に関する研究

福田隆浩 造血幹細胞移植科 43,543,000 委 AMED

消化器神経内分泌癌に対する標準治療の確立
に関する研究

森実千種 肝胆膵内科 7,020,000 委 AMED

遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリング
に基づく複数の標的治療に関する患者申出療養

の実施体制構築
下井辰徳 腫瘍内科 18,200,000 委 AMED

がん幹細胞を標的とした初発膠芽腫の放射線+
テモゾロミド+メトホルミン併用療法の第I・II相臨床

試験
成田善孝 脳脊髄腫瘍科 18,200,000 委 AMED

切除可能胆道癌に対する術前補助化学療法とし
てのゲムシタビン＋シスプラチン＋S-1（GCS）療

法の第III相試験
奥坂拓志 肝胆膵内科 15,498,011 委 AMED

遺伝子パネル検査を超えるコンビネーション医療
機器開発：ボーダーレス遺伝子検査

山本昇 先端医療科 39,000,000 委 AMED

産学連携全国がんゲノムスクリーニング
（SCRUM-Japan）患者レジストリを活用した HER2
陽性の切除不能または再発胆道癌に対する医

師主導治験

森実千種 肝胆膵内科 40,000,000 委 AMED

小児・AYAがんに対する国内開発のEZH1/2阻
害剤の臨床開発（医師主導治験）

小川千登世 小児腫瘍科 50,700,000 委 AMED

8Kスーパーハイビジョン技術を用いた新しい遠
隔手術支援型内視鏡（硬性鏡）手術システムの

開発と高精細映像データの利活用に関する研究
開発

金光幸秀 大腸外科 140,809,000 委 AMED

切除不能局所進行食道癌に対する標準治療確
立のための研究

大幸宏幸 食道外科 16,220,000 委 AMED

せん妄ハイリスクがん患者の術後せん妄予防に
おけるラメルテオンの有効性と安全性に関する多
施設共同二重盲検化プラセボ対照ランダム化比

較試験

松岡弘道 精神腫瘍科 26,799,500 委 AMED

がん全ゲノム解析の患者還元構築に関する研究 山本昇 先端医療科 166,135,320 委 AMED

早期開発から後期開発までのシームレスな研究
開発支援体制構築事業（繰越し）

島田和明 中央病院 100,659,500 補 AMED

早期開発から後期開発までのシームレスな研究
開発支援体制構築事業

島田和明 中央病院 200,000,000 補 AMED

アジア地域における臨床研究・治験ネットワーク
の構築事業

島田和明 中央病院 1,223,986,902 補 AMED

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）



アジアがん臨床試験ネットワーク構築に関する事
業

島田和明 中央病院 214,695,000 補 AMED

終末期がん患者の家族介護者のレジリエンスと
死別後の精神的健康への影響に関する研究

清水陽一 看護部 705,867 補 日本学術振興会

造血細胞移植後の晩期障害のバイオマーカーと
病態解明

稲本賢弘 造血幹細胞移植科 2,452,604 補 日本学術振興会

チェレンコフ光を用いたリアルタイム放射線治療
精度評価システムの構築

岡本裕之 放射線治療科 429,096 補 日本学術振興会

ポリマーゲル線量計を用いた線量検証システム
の開発

飯島康太郎 放射線品質管理室 816,543 補 日本学術振興会

がん医療に携わる心理職を養成するための教
育・研修システムの構築

柳井優子 精神腫瘍科 2,348,853 補 日本学術振興会

フローサイトメトリーによる成熟リンパ系腫瘍の微
小残存病変検出系の確立

松下弘道 病理・臨床検査科 1,556,287 補 日本学術振興会

人工知能開発研究に資するマルチモーダルな
医用画像データベース基盤構築

三宅基隆 放射線診断科 3,428,480 補 日本学術振興会

IPMNに対する良悪性診断と術後再発リスク因子
の提唱

肱岡範 肝胆膵内科 912,467 補 日本学術振興会

消化管がんの末梢循環腫瘍細胞を用いた精密
医療

庄司広和 消化管内科 2,374,757 補 日本学術振興会

悪性脳腫瘍におけるAPTイメージングの有用性
の確立と臨床応用

大野誠 脊髄腫瘍科 2,445,875 補 日本学術振興会

肉腫の分化を標的とした新規治療開発 小林英介 骨軟部腫瘍科 2,036,115 補 日本学術振興会

希少かつ予後不良な子宮体癌の発生・進展機序
の解明及び治療標的の同定

吉田裕 病理科 2,633,191 補 日本学術振興会

可変型マルチチャンネルアプリケータを用いた強
度変調小線源治療法の開発

千葉貴仁 放射線品質管理室 2,077,580 補 日本学術振興会

ホウ素中性子捕捉療法における適正な治療効果
予測法の確立

中村哲志 放射線品質管理室 2,204,427 補 日本学術振興会

肺がん化学放射線治療後の免疫チェックポイント
阻害薬の効果予測に関する研究

稲葉浩二 放射線治療科 3,350,788 補 日本学術振興会

食道がん患者に対する運動療法と栄養療法の併
用療法による新たな治療戦略の開発

福島卓矢 骨軟部・リハビリテーション科 685,906 補 日本学術振興会

がんゲノム医療と遺伝性腫瘍に対する患者・医療
者の心理的ストレスに関する研究

田辺記子 遺伝子診療部門 1,726,962 補 日本学術振興会

RSPO融合遺伝子陽性大腸癌の臨床病理学的
特徴の解析

橋本大輝 病理診断科 2,043,094 補 日本学術振興会

頭頸部がんのクロマチンアクセシビリティ解析に
よる薬剤応答性新規細胞亜集団の特定

森泰昌 病理診断科 1,655,860 補 日本学術振興会

十二指腸癌発生過程の分子病理学的解析 関根茂樹 病理診断科 1,497,501 補 日本学術振興会

TERTを標的とした悪性髄膜腫の新規治療法開
発

高橋雅道 脳脊髄腫瘍科 1,582,690 補 日本学術振興会

リンチ症候群疑い子宮内膜がん症例に対するス
クリーニング手法の検討

石川光也 婦人腫瘍科 1,974,272 補 日本学術振興会

がん関連症状へのケアに関する科学的根拠に基
づいた実践の促進プログラムの開発

清水陽一 看護部 1,702,567 補 日本学術振興会

皮膚付属器腫瘍におけるSOX9の発現の検討
と、その分子メカニズムの解析

西村優基 病理診断科 1,969,221 補 日本学術振興会

希少がんPatient-Derived Xenograftを用いた薬
剤開発

小島勇貴 乳腺・腫瘍内科 1,317,204 補 日本学術振興会

AYA世代がん患者の早期症状緩和と心理社会
的支援に関するスクリーニング法の開発

平山貴敏 精神腫瘍科 1,229,530 補 日本学術振興会

微量検体プロテオゲノミクス解析による消化管原
発神経内分泌癌の病態解明

平野秀和 消化管内科 2,253,799 補 日本学術振興会

肺癌の新規バイオマーカーMSI-High･NTRKの
臨床応用性に関する探索的検討

四倉正也 呼吸器外科 2,091,365 補 日本学術振興会

ゲノムの詳細解析に基づく若年肺癌発生分子機
序の解明

角南久仁子 臨床検査科 2,893,200 補 日本学術振興会

子宮体部類内膜癌Grade3に対する治療標的と
なる遺伝子異常の同定

加藤真弓 婦人腫瘍科 2,495,349 補 日本学術振興会

放射線療法に伴う味覚障害の唾液メタボローム
解析による病態解明と治療への応用

八岡和歌子 歯科 1,091,720 補 日本学術振興会

がん遺伝子パネル検査の心理社会的影響と関
連する患者の期待と医師の態度に関する研究

内富庸介 支持療法開発部門 3,291,258 補 日本学術振興会

血液中遺伝子変異情報に基づく相同組み換え
欠損の新規モデル開発

渡辺智子 遺伝子診療部門 2,283,553 補 日本学術振興会

深層学習による患者生体データを用いた情動推
定モデルの開発

後藤真一 支持療法開発部門 2,222,440 補 日本学術振興会

がん患者の最終段階を支える質問促進・意思決
定モバイル介入：無作為化比較試験

内富庸介 支持療法開発部門 4,160,000 補 日本学術振興会

がん患者の最終段階を支える質問促進・意思決
定モバイル介入：無作為化比較試験（繰越し）

内富庸介 支持療法開発部門 1,690,000 補 日本学術振興会

肺癌におけるKRAS変異機能の解析 谷田部恭 病理診断科 5,330,000 補 日本学術振興会

多層的遺伝子解析を用いた高悪性度軟部肉腫
に対する個別化医療の開発

中谷文彦 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 9,100,000 補 日本学術振興会



多層的遺伝子解析を用いた高悪性度軟部肉腫
に対する個別化医療の開発（繰越し）

中谷文彦 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 2,115,000 補 日本学術振興会

プロテオゲノミクスを用いた悪性骨軟部腫瘍の新
たな診断・治療標的の探索

川井章 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 5,590,000 補 日本学術振興会

骨軟部腫瘍の病理診断に有用な免疫染色マー
カーの開発

吉田朗彦 病理診断科 780,000 補 日本学術振興会

膵がん免疫微小環境における神経系の役割 平岡伸介 病理診断科 2,080,000 補 日本学術振興会

がん口腔支持医療における半夏瀉心湯の有用
性を明らかにするための基礎及び臨床研究

上野尚雄 歯科 1,210,664 補 日本学術振興会

進行性疾患の患者と家族の食に関する苦悩への
心理社会的アプローチと多職種連携ケア

天野晃滋 緩和医療科 1,300,000 補 日本学術振興会

がん患者の抑うつ低減のための行動活性化療法
を用いたセルフヘルププログラムの開発

小川祐子 精神腫瘍科 1,300,000 補 日本学術振興会

シングルセル解析を用いた乳癌の腫瘍内不均一
性の機序解明と新規治療戦略に関する研究

椎野翔 乳腺外科 1,300,000 補 日本学術振興会

胸部悪性腫瘍における急性炎症および悪液質
による免疫抑制機構の解析

吉田達哉 呼吸器内科 2,340,000 補 日本学術振興会

悪性黒色腫におけるALDH2遺伝子多型の発症
と予後に関する影響の解明

緒方大 皮膚腫瘍科 1,170,000 補 日本学術振興会

頭頸部皮弁癌のゲノム解析による発癌メカニズム
の解明

江口紘太郎 頭頸部外科 1,430,000 補 日本学術振興会

使用デバイスと麻酔法の工夫による低侵襲で安
全かつ確実な気管支鏡検査法の確立

内村圭吾 内視鏡科 538,468 補 日本学術振興会

移植筋体における神経二重支配のメカニズムの
解明

中山大輔 形成外科 303,030 補 日本学術振興会

蔟出と上皮間葉移行に注目した早期口腔癌のリ
ンパ節転移予測

坂井利彦 頭頸部外科 1,963,762 補 日本学術振興会

AYA世代のがん疼痛治療選択のためのバイオ
マーカー探索と新たながん疼痛治療の開発

松岡弘道 精神腫瘍科 1,430,000 補 日本学術振興会

骨髄バンクドナーの環境整備とコーディネートプ
ロセスの効率化による造血幹細胞移植の最適な

機会提供に関する研究
福田隆浩 造血幹細胞移植科 8,485,000 補 厚労省

がんゲノム医療に携わる医師等の育成に資する
研究

大江裕一郎 呼吸器内科 20,000,000 補 厚労省

遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリング
に基づく複数の標的治療に関する患者申出療養

山本昇 先端医療科 7,000,000 補 厚労省

がん患者の療養生活の最終段階における体系
的な苦痛緩和法の構築に関する研究

里見絵理子 緩和医療科 10,000,000 補 厚労省

希少がんの情報提供・相談支援ネットワークの形
成に関する研究

川井章 骨軟部腫瘍科・リハビリテーション科 4,200,000 補 厚労省

進行がん患者に対する効果的かつ効率的な意
思決定支援に向けた研究

内富庸介 支持療法開発部門 12,000,000 補 厚労省

がん患者に対する質の高いアピアランスケアの実
装に関する研究

藤間勝子 アピアランス支援センター 12,000,000 補 厚労省

薬事規制の国際調和における外部ステークホル
ダーの関与のあり方の研究

中村健一 国際開発部門 5,650,000 補 厚労省

卵巣明細胞がん患者由来circulating tumor DNA
の遺伝子異常の検討

米盛勧 乳腺・腫瘍内科 3,250,000 補 公益財団法人小林財団

ヒト腫瘍組織におけるLATI発現とFBPA PETによ
るホウ素集積量の関連に関する研究

柏原大朗 放射線治療科 300,000 補 公益社団法人日本放射線腫瘍学会

生理学的薬物速度論モデルを利用しシトクロム
P450の阻害剤及び誘導剤の抗がん薬への影響

を評価するファーマコメトリクス研究
森田智子 臨床研究支援部門 500,000 補 公益財団法人がん研究振興財団

新規スペーサーとしてのヒアルロン酸ナトリウムの
研究開発(SpaceOAR との三次元分布の違いによ
る直腸線量低減効果・前立腺へ投与可能な放射

線線量の幾何学的解析研究)

柏原大朗 放射線治療科 1,000,000 補 公益財団法人がん研究振興財団

コロナ禍におけるがん患者の在宅医療とアドバン
スケアプランニングの実態調査

宮田佳代子 地域医療連携部 1,220,000 補
公益財団法人在宅医療助成勇美記

念財団

メサドンによる難治性がん疼痛治療に関する多施
設共同前向き観察試験

里見絵理子 緩和医療科 1,500,000 補
公益財団法人日本ホスピス・緩和ケ

ア研究振興財団

2型糖尿病病の治療が患者の心と体に及ぼす影
響についての探索的研究Posttraumatic Growth

の観点から
茅野綾子 精神腫瘍科 563,839 補 公益財団法人日本糖尿病協会

空間的ホログラフィーを利用した革新的手術ナビ
ゲーションシステムの開発

岩田慎太郎 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 1,000,000 補 公益財団法人小林がん学術振興会

進行期悪性黒色腫に対する免疫チェックポイント
阻害薬投与前後の血中循環腫瘍DNAに基づい

た早期効果判定方法の探索
並川健二郎 皮膚腫瘍科 1,000,000 補 公益財団法人小林がん学術振興会

ウェアラブル端末を用いて放射線治療を安全に
効果的に施行するための研究

飯島康太郎 放射線品質管理室 452,000 補 公益財団法人政策医療振興財団

Deep Learningbased Reconstructionを用いたX
線CT画像の画質特性評価および患者の被ばく

線量低減の可能性について
宮前裕太 放射線技術部放射線診断技術室 599,000 補 公益財団法人政策医療振興財団



がん診療病院におけるシクロホスファミド、イホス
ファミド投与時の体重管理及び尿測測定・尿潜
血確認等に関する指示内容の実態アンケート調

査

宇田川涼子 薬剤部 584,400 補 公益財団法人政策医療振興財団

Ewing肉腫におけるERF変異の機能解析および
治療標的の探索

小倉浩一 骨軟部腫瘍・リハビリテーション科 2,000,000 補 公益財団法人武田科学振興財団

高齢者施設における終末期緩和ケアの状況と問
題点に関するアンケート調査

竹田雄馬 緩和医療科 1,710,000 補
公益財団法人在宅医療助成勇美記

念財団

胃上皮性病変に対するプローブ型共焦点レー
ザー顕微内視鏡の診断能に関する多施設前向

き研究
髙丸博之 内視鏡科 1,000,000 補

公益財団法人内視鏡医学研究振興
財団

計108件

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師
等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される
主なものを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
ること。
　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助
元又は委託元を記入すること。



2　論文発表等の実績
(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1
Narita, Yoshitaka/ Nagane, Motoo/

Mishima, Kazuhiko/他
脳脊髄腫瘍科

Phase I/II study of
tirabrutinib, a second-
generation Bruton’s

tyrosine kinase inhibitor,
in relapsed/refractory

primary central nervous
system lymphoma.

2021年23巻1号
122-133ページ

Original Article

2
Narita, Yoshitaka/ Sato, Shinya/ Kayama,

Takamasa
脳脊髄腫瘍科

Review of the diagnosis
and treatment of brain

metastases.
2022年52巻1号 Original Article

3
Narita, Yoshitaka/ Muragaki, Yoshihiro/

Kagawa, Naoki/他
脳脊髄腫瘍科

Safety and efficacy of
depatuxizumab mafodotin
in Japanese patients with

malignant glioma: A
nonrandomized, phase 1/2

trial.

2021年112巻12号
5020-5033ページ

Original Article

4
Ohno, Makoto/ Hayashi, Yoshiharu/

Aikawa, Hiroaki/他
脳脊髄腫瘍科

Tissue 2-
Hydroxyglutarate and

Preoperative Seizures in
Patients With Diffuse

Gliomas.

2021年97巻21号
e2114-e2123ページ

Original Article

5
Yonezawa, Hajime/ Ohno, Makoto/ Igaki,

Hiroshi/他
脳脊髄腫瘍科

Outcomes of salvage
fractionated re-irradiation

combined with
bevacizumab for recurrent
high-grade gliomas that

progressed after
bevacizumab treatment*.

2021年51巻7号
1028-1035ページ

Original Article

6
Kawauchi, Daisuke/ Takahashi,
Masamichi/ Satomi, Kaishi/他

脳脊髄腫瘍科

The ALK inhibitors,
alectinib and ceritinib,

induce ALK-independent
and STAT3-dependent
glioblastoma cell death.

2021年112巻6号
2442-2453ページ

Original Article

7
Ito, Akiko/ Kobayashi, Kenya/ Shiotsuka,

Mika/他
頭頸部外科

Uniform infection
screening allowed safe
head and neck surgery
during the coronavirus

disease 2019 pandemic in
Japan.

2021年51巻3号
400-407ページ

Original Article

8
Eguchi, Kohtaro/ Kobayashi, Kenya/

Takano, Tomonari/他
頭頸部外科

Carotid artery ligation via
sternotomy as a palliative
surgery: Case report of

advanced intramediastinal
malignant soft tissue

tumor.

2021年9巻8号 Original Article

9
Matsumoto, Fumihiko/ Miyakita, Yasuji/

Sakai, Azusa/他
頭頸部外科

Resection of carcinoma of
the external auditory canal

in a patient with a high
jugular bulb using

temporal craniotomy.

2021年48巻3号
535-538ページ

Original Article

10
Okubo, Yu/ Matsumoto, Yuji/ Tanaka,

Midori/他
呼吸器外科

Clinical validity of 25-
gauge endobronchial
ultrasound-guided

transbronchial needle in
lymph node staging of lung

cancer.

2021年13巻5号
3033-3041ページ

Original Article

11
Muraoka, Yuji/ Yoshida, Yukihiro/

Nakagawa, Kazuo/他
呼吸器外科

Maximum standardized
uptake value of the

primary tumor does not
improve candidate

selection for sublobar
resection.

2022年163巻5号
1656-1665.e3ペー

ジ
Original Article

12
Takemura, Chihiro/ Kashima, Jumpei/

Hashimoto, Taiki/他
呼吸器外科

A mimic of lung
adenocarcinoma: a case

report of histological
conversion of metastatic

thyroid papillary
carcinoma.

2022年80巻6号
1004-1007ページ

Original Article

13
Kawakubo, Naonori/ Okubo, Yu/

Yotsukura, Masaya/他
呼吸器外科

Assessment of
Resectability of

Mediastinal Germ Cell
Tumor Using Preoperative
Computed Tomography.

2022年272巻61-68
ページ

Original Article

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類
（様式第3）



14
Fujikawa, Ryo/ Muraoka, Yuji/ Kashima,

Jumpei/他
呼吸器外科

Clinicopathologic and
Genotypic Features of
Lung Adenocarcinoma
Characterized by the

International Association
for the Study of Lung

Cancer Grading System.

2022年17巻5号
700-707ページ

Original Article

15
Okubo, Yu/ Kashima, Jumpei/ Teishikata,

Takashi/他
呼吸器外科

Prognostic Impact of the
Histologic Lepidic

Component in Pathologic
Stage IA Adenocarcinoma.

2022年17巻1号67-
75ページ

Original Article

16
Yotsukura, Masaya/ Okubo, Yu/ Yoshida,

Yukihiro/他
呼吸器外科

Predictive factors and
economic impact of

prolonged air leak after
pulmonary resection.

2022年70巻1号44-
51ページ

Original Article

17
Okubo, Yu/ Yoshida, Yukihiro/

Yotsukura, Masaya/他
呼吸器外科

Complex segmentectomy
is not a complex

procedure relative to
simple segmentectomy.

2021年61巻1号
100-107ページ

Original Article

18
Kobayashi, Aki K/ Nakagawa, Kazuo/

Nakayama, Yuko/他
呼吸器外科

Salvage Surgery Compared
to Surgery After Induction
Chemoradiation Therapy

for Advanced Lung
Cancer.

2021年 Original Article

19
Nakagawa, Kazuo/ Yoshida, Yukihiro/

Yotsukura, Masaya/他
呼吸器外科

Minimally invasive open
surgery (MIOS) for clinical

stage I lung cancer:
diversity in minimally
invasive procedures.

2021年51巻11号
1649-1655ページ

Original Article

20
Yotsukura, Masaya/ Motoi, Noriko/

Yoshida, Akihiko/他
呼吸器外科

Squamous differentiation
in surgically resected

malignant pleural
mesothelioma with

neoadjuvant

2021年71巻10号
692-696ページ

Original Article

21
Yotsukura, Masaya/ Asamura, Hisao/

Motoi, Noriko/他
呼吸器外科

Long-Term Prognosis of
Patients With Resected
Adenocarcinoma In Situ
and Minimally Invasive
Adenocarcinoma of the

Lung.

2021年16巻8号
1312-1320ページ

Original Article

22 Nakagawa, Kazuo/ Asamura, Hisao 呼吸器外科

Limited resection for
early-stage thymoma:

minimally invasive
resection does not mean

limited resection.

2021年51巻8号
1197-1203ページ

Original Article

23
Yoshida, Yukihiro/ Yotsukura, Masaya/

Nakagawa, Kazuo/他
呼吸器外科

Surgical Results in
Pathological N1 Nonsmall

Cell Lung Cancer.

2021年69巻4号
366-372ページ

Original Article

24
Uchida, Shinsuke/ Yoshida, Yukihiro/

Yotsukura, Masaya/他
呼吸器外科

Factors Associated with
Unexpected Readmission

Following Lung Resection.

2021年45巻5号
1575-1582ページ

Original Article

25
Yotsukura, Masaya/ Okubo, Yu/ Yoshida,

Yukihiro/他
呼吸器外科

Fissureless trans-
pericardial left upper

lobectomy of the lung: a
technique to avoid
pneumonectomy.

2021年69巻4号
778-780ページ

Original Article

26
Yotsukura, Masaya/ Okubo, Yu/ Yoshida,

Yukihiro/他
呼吸器外科

Indocyanine green imaging
for pulmonary

segmentectomy.

2021年6巻151-158
ページ

Original Article

27 Nakagawa, Kazuo 呼吸器外科 Reply to Ding et al.
2021年59巻4号
925-926ページ

Original Article

28
Mizuno, Takaaki/ Yoshida, Tatsuya/

Sunami, Kuniko/他
呼吸器内科

Study protocol for
NCCH1908 (UPFRONT-

trial): a prospective
clinical trial to evaluate

the feasibility and utility of
comprehensive genomic

profiling prior to the initial
systemic treatment in
advanced solid tumour

patients.

2021年51巻12号
1757-1760ページ

Original Article



29
Shirasawa, Masayuki/ Yoshida, Tatsuya/

Imabayashi, Tatsuya/他
呼吸器内科

Baseline PD-L1
expression and tumour-
infiltrated lymphocyte

status predict the efficacy
of durvalumab

consolidation therapy after
chemoradiotherapy in
unresectable locally

advanced patients with
non-small-cell lung

cancer.

2022年162巻 Original Article

30
Shirasawa, Masayuki/ Yoshida, Tatsuya/

Shimoda, Yukiko/他
呼吸器内科

Differential Immune-
Related Microenvironment
Determines Programmed

Cell Death Protein-
1/Programmed Death-

Ligand 1 Blockade Efficacy
in Patients With Advanced

NSCLC.

2021年16巻12号
2078-2090ページ

Original Article

31
Ohe, Yuichiro/ Yamazaki, Naoya/

Yamamoto, Nobuyuki/他
呼吸器内科

The real-world safety of
atezolizumab as second-
line or later treatment in
Japanese patients with

non-small-cell lung
cancer: a post-marketing

surveillance study.

2022年52巻6号
623-632ページ

Original Article

32
So, Clara/ Yoshida, Tatsuya/ Mizuno,

Takaaki/他
呼吸器内科

Rapidly progressing
metastatic malignant
melanoma mimicking

primary pleural tumor: A
case report.

2022年13巻9号
1423-1426ページ

Original Article

33 Muto, Yutaka/ Okuma, Yusuke 呼吸器内科
Therapeutic options in
thymomas and thymic

carcinomas.

2022年22巻4号
401-413ページ

Original Article

34
Tateishi, Akiko/ Horinouchi, Hidehito/

Yoshida, Tatsuya/他
呼吸器内科

Correlation between body
mass index and efficacy of

anti-PD-1 inhibitor in
patients with non-small

cell lung cancer.

2022年60巻2号
234-240ページ

Original Article

35
Takumida, Hiroshi/ Horinouchi,

Hidehito/ Masuda, Ken/他
呼吸器内科

Comparison of time to
failure of pembrolizumab

plus chemotherapy versus
pembrolizumab
monotherapy: a

consecutive analysis of
patients having NSCLC

with high PD-L1
expression.

2022年71巻3号
737-746ページ

Original Article

36
Okuma, Yusuke/ Shimokawa, Mototsugu/

Hashimoto, Kana/他
呼吸器内科

Uncommon EGFR
mutations conducted with

osimertinib in patients
with NSCLC: a study

protocol of phase 2 study
(UNICORN/TCOG1901).

2022年18巻5号
523-531ページ

Original Article

37
Jo, Hitomi/ Yoshida, Tatsuya/

Horinouchi, Hidehito/他
呼吸器内科

Prognostic significance of
cachexia in advanced non-

small cell lung cancer
patients treated with

pembrolizumab.

2022年71巻2号
387-398ページ

Original Article

38
Goto, Yasushi/ Arakawa, Sayaka/

Shirasawa, Masayuki/他
呼吸器内科

Performance of Japanese
patients in registrational

studies.

2022年52巻1号53-
64ページ

Original Article

39
Takamizawa, Shigemasa/ Okuma,

Yusuke/ Kato, Yasuhiro/他
呼吸器内科

First-line osimertinib in
EGFR mutation-positive

non-small cell lung cancer
patients with poor

performance status.

2022年18巻3号
291-300ページ

Original Article

40
Shimoda, Yukiko/ Yoshida, Tatsuya/

Shirasawa, Masayuki/他
呼吸器内科

Smoking History Predicts
High Presence of TILs and
Efficacy of PD-1 Blockade

in PD-L1 Expression-
negative Non-small Cell
Lung Cancer Patients.

2021年41巻11号
5739-5747ページ

Original Article



41
Morita, Chie/ Yoshida, Tatsuya/

Shirasawa, Masayuki/他
呼吸器内科

Clinical characteristics of
advanced non-small cell
lung cancer patients with
EGFR exon 20 insertions.

2021年11巻1号 Original Article

42
Satoh, Hironori/ Okuma, Yusuke/

Kashima, Jumpei/他
呼吸器内科

Alectinib for Miliary Lung
Metastasis in ALK-

Positive Lung
Adenocarcinoma.

2021年14巻2911-
2915ページ

Original Article

43
Shirasawa, Masayuki/ Yoshida, Tatsuya/

Takayanagi, Daisuke/他
呼吸器内科

Activity and Immune
Correlates of Programmed

Death-1 Blockade
Therapy in Patients With

Advanced Large Cell
Neuroendocrine

Carcinoma.

2021年22巻4号
282-291.e6ページ

Original Article

44
Takeyasu, Yuki/ Yoshida, Tatsuya/

Motoi, Noriko/他
呼吸器内科

Feasibility of next-
generation sequencing
(Oncomine DX Target

Test) for the screening of
oncogenic mutations in

advanced non-small-cell
lung cancer patients.

2021年51巻7号
1114-1122ページ

Original Article

45
Daiko, Hiroyuki/ Fujita, Takeo/ Oguma,

Junya/他
食道外科

Novel minimally invasive
approach to lymph node
dissection around the left
renal vein in patients with
esophagogastric junction

cancer.

2021年18巻2号
420-423ページ

Original Article

46
Daiko, Hiroyuki/ Oguma, Junya/

Fujiwara, Hisashi/他
食道外科

Robotic esophagectomy
with total mediastinal

lymphadenectomy using
four robotic arms alone in

esophageal and
esophagogastric cancer

(RETML-4): a prospective
feasibility study.

2021年18巻2号
203-210ページ

Original Article

47
Kubo, Kentaro/ Kanematsu, Kyohei/

Kurita, Daisuke/他
食道外科

Feasibility of conversion
thoracoscopic

esophagectomy after
induction therapy for

locally advanced
unresectable esophageal
squamous cell carcinoma.

2021年51巻8号
1225-1231ページ

Original Article

48
Ishiyama, Koshiro/ Fujita, Takeo/

Fujiwara, Hisashi/他
食道外科

Does staged surgical
training for minimally

invasive esophagectomy
have an impact on short-

term outcomes?

2021年35巻11号
6251-6258ページ

Original Article

49
Daiko, Hiroyuki/ Oguma, Junya/

Fujiwara, Hisashi/他
食道外科

Novel universally
applicable technique for

performing bilateral
transcervical

mediastinoscopic-assisted
transhiatal laparoscopic
esophagectomy: a truly

minimally invasive
procedure.

2021年35巻9号
5186-5192ページ

Original Article

50
Abe, Seiichiro/ Oguma, Junya/ Nonaka,

Satoru/他
胃外科

Novel hybrid endoscopy-
assisted larynx-preserving

esophagectomy for
cervical esophageal cancer

(with video).

2021年51巻7号
1171-1175ページ

Original Article

51
Kamiya, Ayako/ Yoshikawa, Takaki/

Sakon, Ryota/他
胃外科

Optimal surgery and lymph
node metastasis of
duodenal bulbar
neuroendocrine

neoplasms.

2022年48巻3号
597-603ページ

Original Article

52 Hayashi, Tsutomu/ Yoshikawa, Takaki 胃外科
Optimal surgery for

esophagogastric junctional
cancer.

2021年 Original Article



53
Wada, Takeyuki/ Yoshikawa, Takaki/

Sekine, Shigeki/他
胃外科

Pathological complete
response at the para-

aortic nodes as a possible
surrogate endpoint in

gastric cancer surgery with
para-aortic node
dissection after

neoadjuvant
chemotherapy.

2022年48巻2号
333-338ページ

Original Article

54 Faiz, Z/ Hayashi, T/ Yoshikawa, T 胃外科

Lymph node dissection for
gastric cancer:

Establishment of D2 and
the current position of
splenectomy in Europe

and Japan.

2021年47巻9号
2233-2236ページ

Original Article

55
Yura, Masahiro/ Yoshikawa, Takaki/

Wada, Takeyuki/他
胃外科

The prognostic impact of
macroscopic serosal
change on resectable

advanced gastric cancer.

2021年21巻1号 Original Article

56
Ishizu, Kenichi/ Hashimoto, Taiki/ Naka,

Tomoaki/他
胃外科

APC mutations are
common in adenomas but

infrequent in
adenocarcinomas of the

non-ampullary duodenum.

2021年56巻11号
988-998ページ

Original Article

57
Kanemitsu, Yukihide/ Shimizu, Yasuhiro/

Mizusawa, Junki/他
大腸外科

Hepatectomy Followed by
mFOLFOX6 Versus

Hepatectomy Alone for
Liver-Only Metastatic

Colorectal Cancer
(JCOG0603): A Phase II

or III Randomized
Controlled Trial.

2021年39巻34号
3789-3799ページ

Original Article

58
Kitamura, Kei/ Shida, Dai/ Sekine,

Shigeki/他
大腸外科

Comparison of model fit
and discriminatory ability
of the 8th edition of the
tumor-node-metastasis
classification and the 9th
edition of the Japanese
classification to identify

stage III colorectal cancer.

2021年26巻9号
1671-1678ページ

Original Article

59
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of HER2 overexpression in
uterine carcinosarcoma:

proposal for requirements
in HER2 testing for
targeted therapy

2021年478巻6号
1161-1171ページ

Original Article

309
Tsubokura, Misato/ Adegawa, Yuko/

Kojima, Minoru/他
臨床検査科

Adverse effects of cell-
free and concentrated

ascites reinfusion therapy
for malignant ascites: a

single-institute
experience.

2022年22巻1号268
ページ

Original Article

310
Kasane, Moemi/ Kurosawa, Saiko/

Kojima, Minoru/他
臨床検査科

Usefulness of
hematopoietic progenitor
cell monitoring to predict

autologous peripheral
blood stem cell harvest
timing: A single-center

retrospective study.

2021年60巻4号 Original Article



311
Sunami, Kuniko/ Bando, Hideaki/ Yatabe,

Yasushi/他
臨床検査科

Appropriate use of cancer
comprehensive genome

profiling assay using
circulating tumor DNA.

2021年112巻9号
3911-3917ページ

Original Article

312
Aruga, Yu/ Ikeda, Chiaki/ Hanai, Arisa/

Yoshimura, Sakiko/他
臨床検査科

Convenience of Hgb-O
detected by optical

method in XN-series
hematology analyzers in
evaluating hemoglobin

concentration in samples
with chylous turbidity.

2021年11巻1号 Original Article

313
Kurosawa, Saiko/ Yamaguchi, Takuhiro/

Nakabayashi, Saori/他
細胞療法調整部門

Effect of donor type on
volume of blood

transfusions required after
allogeneic hematopoietic

cell transplantation.

2021年113巻4号
518-529ページ

Original Article

314
Kojima, M/ Namikawa, K/ Kase, Y/

Matsushita, H
細胞療法調整部門 Black ascites.

2021年114巻7号
523-524ページ

Original Article

315
Noda-Narita, Shoko/ Kawachi, Asuka/

Okuyama, Ayako/他
腫瘍内科

First-line treatment for
lung cancer among

Japanese older patients: A
real-world analysis of
hospital-based cancer

registry data.

2021年16巻9号
e0257489ページ

Original Article

316
Shimoi, Tatsunori/ Hashimoto, Jun/

Sudo, Kazuki/他
腫瘍内科

Hotspot mutation profiles
of AKT1 in Asian women

with breast and
endometrial cancers.

2021年21巻1号
1131ページ

Original Article

317
Saito, Ayumi/ Yoshida, Hiroshi/

Nishikawa, Tadaaki/他
腫瘍内科

Human epidermal growth
factor receptor 2 targeted

therapy in endometrial
cancer: Clinical and

pathological perspectives.

2021年12巻10号
868-881ページ

Original Article

318
Uchihara, Masaki/ Tanioka, Maki/

Kojima, Yuki/他
腫瘍内科

Clinical management and
outcomes associated with
etoposide, doxorubicin,

and cisplatin plus mitotane
treatment in metastatic

adrenocortical carcinoma:
a single institute

experience.

2021年26巻12号
2275-2281ページ

Original Article

319
Takamizawa, Shigemasa/ Shimoi,

Tatsunori/ Satomi-Tsushita, Natsuko/他
腫瘍内科

Neutrophil-to-lymphocyte
ratio as a prognostic

factor for patients with
metastatic or recurrent
breast cancer treated
using capecitabine: a
retrospective study.

2022年22巻1号64
ページ

Original Article

320
Shimoi, Tatsunori/ Nagai, Shigenori E/

Yoshinami, Tetsuhiro/他
腫瘍内科

Correction to: The
Japanese Breast Cancer
Society Clinical Practice
Guidelines for systemic

treatment of breast
cancer, 2018 edition.

2021年28巻4号
985-986ページ

Original Article

321
Yoshida, Hiroshi/ Nishikawa, Tadaaki/

Matsumoto, Koji/他
腫瘍内科

Histopathological features
of HER2 overexpression in
uterine carcinosarcoma:

proposal for requirements
in HER2 testing for
targeted therapy.

2021年478巻6号
1161-1171ページ

Original Article

322
Takeyasu, Yuki/ Okuma, Hitomi S/

Kojima, Yuki/他
腫瘍内科

Impact of ALK Inhibitors
in Patients With ALK-

Rearranged Nonlung Solid
Tumors.

2021年5巻 Original Article

323
Kitadai, Rui/ Shimoi, Tatsunori/ Sudo,

Kazuki/他
腫瘍内科

Efficacy of second-line
treatment and prognostic
factors in patients with

advanced malignant
peritoneal mesothelioma: a

retrospective study.

2021年21巻1号294
ページ

Original Article 　計323件

(注) 1 　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発お
よび評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合に
は、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。



2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）
番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1
2
3
～ 　計　件

(注) 1 　当該医療機関に所属する医
師等が前年度に発表したもの
のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと
判断される主なものを記入する

2 　記載方法は、前項の「高度の
医療技術の開発及び評価を行
うことの評価対象となる論文」の
記載方法に準じること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑
誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講
座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の
所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該
特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以
上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin
pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

＜研究倫理審査委員会標準業務手順書＞ 

 ・委員会の運用規定 

 ・審査種別ごとの手順 など 

 

＜対象指針＞ 

・人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針 

・人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 

・ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

臨床研究を含む当センターの研究に携わる者のCOI管理手順は、COI管理規程及びCOI委員会運営規

程において定められている。 

１．管理対象 



管理対象については、COI管理規程第３条に定められており、臨床研究を行おうとする研究者が該

当する。 

２．申告 

研究者は、COI管理規程第４条により、年一回の定期申告及びCOI状況の変動の都度申告を行う。

３．COI委員会 

COI委員会は、COI管理規程第６条により、研究者より申告のあったCOIにつき、審査を行い、理事

長に対し、意見等を述べるとともに、研究倫理審査委員会等各種倫理審査委員会委員長からの研

究者のCOIの申告内容、審査結果等の開示請求があれば、これに応じることとされ、さらにCOI委

員会運営規程第５条に基づき、COI委員会委員長は、研究倫理審査委員会委員長等より依頼された

審査の結果については、依頼元である研究倫理審査委員会委員長等に報告することとより具体的

に定められている。 

４．指導・管理 

理事長は、COI委員会の意見に基づき、COIに関し、改善が必要と判断する場合、当該研究者に対

し、当該研究への参加の取りやめまでも含む改善に向けた指導・管理を行う。 

５．臨床研究法対応 

COI管理規定第５条により、臨床研究法施行規則第２１条第２項（いわゆる「事実確認」）に関す

る事務権限を理事長から生命倫理部COI管理室に委譲している。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年1回（合議） 

※令和3年度書面審査件数

：医学系指針対象研究193

件（1918名）、医師主導治

験140件（2856名） 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 3回 



 ・研修の主な内容 

6月2日開催：松井健志「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針ガイダンス」 

10月7日開催：中田はる佳「COIについて」 

11月4日開催：一家綱邦「倫理審査の要否とその判断基準」 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

がん専門修練医・・・新専門医制度対象者は基本領域専門医取得済み（旧専門医制度対象者はそ

の基本領域の専門医もしくは認定医等を取得済み、もしくは取得見込み）、かつ、サブスペシャ

ルティ領域専門医取得済み、もしくは取得見込みで、当院での研修により当該領域に特化した修

練を目指す医師を対象とし、がんの診断・治療・研究に必要な高度先進的な知識と技術を有する

がん診療の専門医を育成することを目的としている。研修年限は2年で、指導医のもとで高度の知

識・技術の習得・開発、さらには臨床研究、トランスレーショナルリサーチ、基礎研究も実践す

る。各領域の将来のリーダーを目指す人材の育成を目的とした研修制度である。 

 

レジデント（3年コース・2年コース）・・・新専門医制度対象者は基本領域専門医取得済み、も

しくは取得見込み（旧専門医制度対象者はその基本領域の専門医もしくは認定医等を取得済み、

もしくは取得見込み）で、当院での研修によりサブスペシャルティ専門医を目指す者を対象に 

複数診療科のローテーション研修、あるいは特定診療科の研修を通して、がんに関する幅広い知

識と技術の習得を目指す。我が国を代表する指導医のもとでがん診療、がん研究に従事する。日

本のがん医療を支える、すぐれたがん専門医を育成することを目的とした、国立がん研究センタ

ー教育・研修制度の中核となる研修制度である。2年コースについては研修開始時期が選択可能で

す。 

 

レジデント短期コース・・・がん医療の均てん化に貢献することを目的として、柔軟な研修開始

時期、研修期間により研修者のニーズに幅広く対応することを目的とした研修制度である。研修

時期は4月、7月、10月、1月から選択可能であり、研修期間は最短で6ヶ月、最長で1年6ヶ月まで

である。 

 

専攻医コース（基幹施設型・連携施設型）・・・新専門医制度のもと、当センターでの研修を希

望される専門医の取得を目指す者を対象としたコースである。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数         180   人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

成田 善孝 脳脊髄腫瘍科 科長 30 年 標榜診療科：脳神

経外科 

鈴木 茂伸 眼腫瘍科 科長 28 年 標榜診療科：眼科 

吉本 世一 頭頸部外科 科長 30 年 標榜診療科：耳鼻

咽喉科 

加藤 健 頭頸部・食道内科 科長 27 年 標榜診療科：消化

器内科 

赤澤 聡 形成外科 科長 20 年  

首藤 昭彦 乳腺外科 科長 37 年  

米盛 勧 腫瘍内科 科長 23 年 標榜診療科：内科 

渡邉 俊一 呼吸器外科 科長 31 年  

大江 裕一郎 呼吸器内科 科長 37 年  



大幸 宏幸 食道外科 科長 28 年 標榜診療科：消化

器外科 

吉川 貴己 胃外科 科長 34 年 標榜診療科：消化

器外科 

金光 幸秀 大腸外科 科長 31 年 標榜診療科：消化

器外科 

加藤 健  消化管内科 科長 27 年 標榜診療科：消化

器内科 

斎藤 豊 内視鏡科 科長 29 年 標榜診療科：消化

器内科 

江﨑 稔 肝胆膵外科 科長 28 年 標榜診療科：消化

器外科 

奥坂 拓志 肝胆膵内科 科長 31 年 標榜診療科：消化

器内科 

松井 喜之 泌尿器・後腹膜腫瘍科 科長 26 年 標榜診療科：泌尿

器科 

加藤 友康 婦人腫瘍科 科長 38 年 標榜診療科：婦人

科 

川井 章 骨軟部腫瘍・リハビリ

テーション科 

科長 35 年 標榜診療科：整形

外科 

山﨑 直也 皮膚腫瘍科 科長 36 年 標榜診療科：皮膚

科 

伊豆津 宏二 血液腫瘍科 科長 28 年 標榜診療科：血液

内科 

福田 隆浩 造血幹細胞移植科 科長 32 年 標榜診療科：血液

内科 

小川 千登世 小児腫瘍科 科長 31 年 標榜診療科：小児

科 

上野 尚雄 歯科 医長 24 年  

佐藤 哲文 麻酔・集中治療科 科長 32 年 標榜診療科：麻酔

科 

里見 絵理子 緩和医療科 科長 27 年 標榜診療科：緩和

ケア内科 

松岡 弘道 精神腫瘍科 科長 20 年 標榜診療科：精神

科 

楠本 昌彦  放射線診断科 科長 36 年 標榜診療科：放射

線科 

井垣 浩 放射線治療科 科長 27 年 標榜診療科：放射

線科 

谷田部 恭 病理診断科 科長 31 年 標榜診療科：内科 

山本 昇 先端医療科 科長 30 年 標榜診療科：内科 

山本 昇 臨床研究支援部門 部門長 30 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

〇薬剤師レジデント研修  

研修の主な内容：がん薬物療法に関連する病院薬剤業務の基本的技術を修得するとともに、臨床

および基礎の幅広い知識と技術の修得を図り、がん医療に精通した薬剤師を養

成することを目的としている。研修期間は3年で、指導薬剤師のもとに薬剤業務

や病棟業務に従事する。 

研修の期間：3年間 

研修の参加人数：18名(2022年3月31日の在籍者数) 

 

〇がん専門修練薬剤師研修 

研修内容：国立がん研究センター薬剤師レジデント研修を修了した者、またはこれに相当する学

識を有し、3年以上の臨床経験を有する者を対象とし、がん患者の薬学的管理介入や臨

床薬学研究に必要な高度先進的な知識と技術を有するがん診療の専門薬剤師を育成す

ることを目的としている。研修期間は2年で、指導薬剤師のもとで高度な知識・技術の

習得・開発に努め、患者の臨床薬剤業務に従事する。 

研修期間：2年間 

研修の参加人数：0名(2022年3月31日の在籍者数) 

 

〇医学物理士レジデント研修 

研修内容：放射線治療で必要な高度先進的な知識と技術を有する医学物理士の養成、また、チー

ム医療を実践する医学物理士を養成することも目的としている。研修期間は3年で、分

野毎に到達目標と教育プログラムの指針が定められている。また分野毎に、常勤の認



定医学物理士がレジデントの指導者となり計3施設で研修を行う。 

研修期間：3年 

研修の人数：2名(2022年3月31日の在籍者数) 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 〇研修の主な内容 

・任意研修制度・受託実習制度という研修制度があり、他の医療機関に所属する医療関係者の受

け入れを行っている。対象は医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師、診療放射線技師、栄養士

等であり、医学生や看護学生等の受け入れも行っている。 

〇研修の期間・実施回数 

・研修機関：1日から1年間と幅広く設定し、延長(最長で1年)の可能である。 

      延長の更新回数については、制限を設けていない。 

〇研修の参加人数 

・2021年度で新たに受け入れた医療従事者は13名(医師：83名、歯科医師：2名)である。その他、

学生等の受け入れを300名行った。 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



研修名 目標 対象者 人員 実施日

基礎看護技術研修

【目的】
新人看護師が、「習得すべき基礎看護施術」を、看護基礎教育を
土台に臨床実践の場で安全に実施できるための知識・技術を身に付ける

【目標】
１）各看護技術の手順を理解できる
２）各看護技術を手順の通り
実施できる
３）各看護技術を安全に実施するための根拠を理解できる
４）
各看護技術を集合教育と職場内教育を連動させ、段階的に習得する方法を
学ぶ

レベルⅠ（新人） 87 4/13

１か月の振り返り

【目的】
現在の自己の状況を客観的に捉え、課題を明確にできる
【目標】

１）１か月を振り返り、現在困っていること・悩みを表現できる
２）グ
ループメンバーの意見に共感することができる
３）現在の自分の課題につ
いて指導者と話し合うことができる

レベルⅠ（新人）
47
43

5/11
5/11

コミュニケーション

【目的】
自分と患者・家族、またはスタッフとの円滑なコミュニケーショ
ンのための課題を明確にし、解決策を見出す
【目標】
１）コミュニケー
ションの基本的技術を知る
２）看護を実践するうえで、情報共有（報告・
連絡・相談）が重要であることを理解する
３）演習とグループワークを通
し、自分のコミュニケーションについて考える
4）日々の看護実践において
円滑なコミュニケーションのための自己の課題を明確にし、解決に向けた
対策を考える


レベルⅠ（新人）
49
40

6/01
6/01

多重課題

【目的】
安全・安楽な看護実践のために、多重課題を整理し、優先度を考
えることができる
【目標】
１）実施すべき業務を適切に把握する
２）自分
が業務に要する時間を把握する
３）業務に要する時間を考慮し、タイムス
ケジュールを立てる
４）必要に応じて先輩に報告・連絡し、協力を依頼す
る
５）助言を受けながら、患者の経過と病棟業務の流れを考慮した優先順
位を考える

レベルⅠ（新人）
46
41

7/20
7/20

フィジカルアセスメン
ト①

【目的】
患者の病態を正確に捉え、適切なアセスメントに基づいた看護を
実践するための基礎知識・技術を習得する
【目標】
１）フィジカルアセス
メントの基礎知識・技術を習得する
２）今起きている現象についてアセス
メントするための情報を収集する
３）フィジカルアセスメントの基礎知識
をもとに、起きている現象について正常か異常か判断する
４）助言を受け
ながら、症状や各種データから患者の病態を考える
５）緊急コールが必要
な状態か判断し、先輩看護師に報告する

レベルⅠ（新人）
43
40

10/05
10/05

がん治療と看護①

【目的】
がんの特徴、国の対策、治療（特徴・副作用・合併症対策）に関
する基礎的知識を習得し、実践に活用する
【目標】
-がんの基礎知識-
１）
がんの病理学的特徴、発がんのメカニズム、再発、転移などの特徴につい
て知る
２）国のがん対策について知る
-手術療法-
1）手術療法の基礎知識を
習得する
　・手術療法の特徴
　・手術療法に伴う合併症と合併症予防
　・
手術後の回復を促進するための援助
　・手術療法に伴う心身の苦痛
2）手術
療法における看護ケアについて理解できる
-放射線療法-
1）放射線療法の基
礎知識を習得する
　・放射線及び放射線療法の特徴
　・放射線療法の治療
計画と評価
　・放射線療法の有害事象とそれに伴う心身の苦痛
　・放射線
療法が確実かつ安全に実施されるための留意事項
2）放射線療法における看
護ケアについて理解できる

レベルⅠ（新人）
49
39

12/09
12/13

看護過程の展開

【目的】
根拠に基づいた適切な看護実践プロセスを展開できる
【目標】

１）看護過程の５つの段階（アセスメント、診断、計画、介入、評価）に
ついてそれぞれ説明できる
２）最善のケアを提供するために看護過程が重
要であることを理解できる
３）看護実践において看護過程を展開する

レベルⅠ（新人）
41
41

12/07
12/07

がん治療と看護②

【目的】
がんの疫学、治療（特徴・副作用・合併症対策）に関する基礎的
知識を習得し、実践に活用する
【目標】
-薬物療法-
１）薬物療法の基礎知
識を習得する
　　　・薬物療法の特徴
　　　・抗がん薬の作用メカニズム

・薬物療法の評価
　　　・抗がん薬の安全な取り扱いと確実な投与管理

・薬物療法の副作用や合併症と看護ケア
２）薬物療法における看護ケアに
ついて理解できる
-IVR-
1）IVRの特徴とがん治療におけるIVRの意義を知る

2）IVRを受ける患者のアセスメント・有害事象対策を知り、看護師の役割
の重要性を理解できる
-内視鏡治療-
1）内視鏡治療の基礎知識を習得する

・内視鏡治療の特徴
　・がん治療における内視鏡治療の意義
2）内視鏡治療
における合併症と看護ケアについて理解できる


レベルⅠ（新人）
49
43

1/14
1/17

１年の振り返り

【目的】
１年を振り返り、２年目に向けての自己の課題を明確にする
【目
標】
１）この１年で学んだ内容を総括し、シミュレーションで実践するこ
とができる
２）１年を振り返り、自分たちの成長や看護への思いを語るこ
とができる
３）互いの評価・課題の発表を聞き、共有できる
４）次年度に
向けての自己の課題を明確にできる

レベルⅠ（新人）
40
36

3/08
3/08

（３）内容

および院外からの研修受講者の学習の機会を提供する
（２）目標
１． 各レベルの到達目標達成に向けて、集合教育と分散教育を統合し、
　　 日々の看護実践に役立つ研修を実施する
２． がん看護専門教育の内容の充実と専門的な知識・技術の向上を図る
３． 院内外に向けて、がん看護に関する情報を発信し、学習の機会を提供する

がん看護の専門性の追求、がん看護の質の向上を目指した国内外の情報の収集と発信、

ⅩⅣ-1．研究活動・研修参加状況（2021年度）
１．看護部の教育実施状況
　１）院内教育委員会
（１）目的
看護部の理念に基づいた看護師の育成を目指し、専門職としての自律的な学習を支援すると共に、
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末梢静脈内注射実施認
定②

【目的】
末梢静脈内注射を安全に実施するために必要な知識・技術を習得
し、実施できる
【目標】
１）末梢静脈内注射実施における看護師の役割と
責務及び実施範囲を理解できる
２）末梢静脈内注射に必要な解剖生理の基
礎知識を習得する
３）末梢静脈内注射における薬剤に関する知識と管理を
理解できる
４）安全な末梢静脈内注射の方法がわかり実施できる

レベルⅠ（新人）
25
17

2/01
2/03

がん治療と看護③

【目的】
がん治療（特徴・副作用・合併症対策）に関する基礎的知識を習
得し、実践に活用する
【目標】
-臨床試験-
１）臨床試験の特徴と流れを知
り、臨床試験における看護師の役割の重要性を理解できる
-がんのリハビリ
テーション-
1）がんのリハビリテーションの概念を理解できる
2）リハビリ
テーションが必要な患者の特徴を理解できる
3）基本的なリハビリテーショ
ンを実践できる
-緩和ケア（概論とがん性疼痛マネジメント）-
１）がんと
診断された時からの緩和ケアについて理解し看護師の役割を説明できる

２）がん患者の苦痛に気づき、トータルペインの視点で説明できる
３）が
ん性疼痛に必要な薬物療法と副作用対策について理解できる

レベルⅠ
33
33

7/13
7/19

ケーススタディ

【目的】
看護実践を振り返り、自己の課題を明確にする
【目標】
１）「が
ん治療と看護①②③」で学んだ知識を活用し、患者の病態生理や治療につ
いてまとめることができる
２）看護過程を展開し、実践した看護について
考察することができる
３）互いのケーススタディを共有し学びを深めるこ
とができる
４）ケーススタディにおける学びから自己の課題を明確にでき
る

レベルⅠ
27
23

11/30
12/01

フィジカルアセスメン
ト②

【目的】
がん患者の病態を正確に捉え、適切なアセスメントに基づいた安
全・安楽な看護を実践する
【目標】
１）フィジカルアセスメントの基礎知
識をもとに、患者の病態を正確に捉えるために必要な情報収集ができる

２）フィジカルアセスメントの基礎知識と患者情報をもとに、助言を受け
ながら現状だけでなく重点アセスメント（原因検索・病態の予測）ができ
る
３）アセスメントした内容をもとに、助言をSBARを用いて報告できる
4）
アセスメントした内容をもとに、助言を受けながら必要な看護ケアを提供
する

レベルⅠ
27
25

12/14
12/14

メンバーシップとリー
ダーシップ

【目的】
部署における自己の役割を見出し行動できる
【目標】
１）メン
バーシップとリーダーシップの概念を理解できる
２）部署における自己の
役割を述べられる
３）部署内でリーダーシップを発揮できる
4）今後リー
ダーとなる上での課題を見出すことができる


レベルⅡ 49 5/25

継続看護（退院支援
①）

【目的】
退院支援の意義を理解し、実践できる
【目標】
１）退院支援が必
要な患者を早期から特定する意義を想起できる
２）退院支援における看護
師の役割を理解し、説明できる
３）退院支援における多職種や地域との連
携の必要性を理解できる
４）退院支援に必要な社会資源を列挙できる
５）
退院支援に必要な情報を収集することができる
6）医療管理上の課題と生
活・介護上の課題をアセスメントすることができる

レベルⅡ
28
20

6/08
6/14

継続看護（意思決定支
援）

【目的】
がん患者・家族の意思決定支援における看護師の役割について理
解し、自立した実践につなげることができる
【目標】
１）がん患者・家族
の意思決定支援における看護師の役割について説明できる
２）意思決定支
援における倫理的問題を列挙できる
３）意思決定場面における個別性を尊
重した看護介入について、事例を用いて検討できる
４）がん患者・家族の
思いや考え、希望を意図的に確認することができる

レベルⅡ
31
24

6/22
6/28

事例検討①（サポー
ティブケア）

【目的】
患者・家族のニーズを捉え、適切な看護を実践できる
【目標】
1）
症状マネジメント・がんサバイバーシップでの学びを活かし、患者・家族
の置かれている状況から標準的なニーズを捉え、整理することができる
2）
症状マネジメント・がんサバイバーシップでの学びを活かし、患者・家族
に必要な基本的看護ケアを考察することができる
3）上記1）2）を踏まえて
実践した事例をまとめ、他受講生と情報共有することで、がん看護実践に
おける自己の課題を見出すことができる

レベルⅡ 36 7/27

サポーティブケア（症
状マネジメント）

【目的】
がん患者の症状マネジメントを行う方法を習得し、実践に活用す
ることができる
【目標】
１）がん患者に生じることの多い症状について、
影響要因・症状出現のメカニズムを関連付けることができる
２）主な苦痛
症状や基本的な治療やケアについて理解できる
３）がん患者の身体的苦痛
緩和におけるチームアプローチの必要性を理解できる

レベルⅡ
31
20

10/12
10/18

サポーティブケア（が
んサバイバーシップ）

【目的】
がん患者・家族が、がん治療中や治療後の生活を送るために必要
な支援について理解できる
【目標】
１）がんサバイバーシップの概念につ
いて説明できる
2）がん患者の心理社会的苦痛について説明できる
3）がん
患者・家族の社会生活（経済的問題、就労就学、ライフステージに関わる
問題など）に関する一般的な問題を想起できる
4）がん患者へのセルフケア
支援について理解できる
5）がん患者の心理社会的苦痛におけるチームアプ
ローチの必要性を理解できる

レベルⅡ
30
19

10/26
11/01

臨床試験看護

【目的】
看護師が臨床試験に携わるチームの一員であることを認識し、患
者が安心し安全に臨床試験を受けるための看護師の役割を見出す
【目標】

1）臨床試験における当院の使命と実施状況を理解できる
2）臨床試験の実
施に必要な知識を理解できる
3）臨床試験における看護師の役割を述べるこ
とができる

レベルⅡ
27
20

11/16
11/22

看護研究

【目的】
文献検索の方法や文献の入手手段を習得し、看護実践に活用する
ことができる
【目標】
1）自分の関心のあるテーマについて文献検索し、文
献を入手することができる
2）看護研究論文の読み方が理解できる
3）看護
研究論文を活用して、看護実践の根拠を述べることができる

レベルⅡ 33 1/25
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コミュニケーションス
キル

【目的】
患者の感情表出を促進させるためのコミュニケーションスキルで
あるNURSEを習得し、患者・家族の個別性に合わせた看護が実践できる
【目
標】
1）コミュニケーションスキルの手段であるNURSEを理解し、ロールプ
レイを実施できる
2）ロールプレイを通し、患者・家族の顕在的・潜在的
ニーズを捉えることができる
3）捉えたニーズを看護実践に反映できる
4）
コミュニケーションスキルを向上させるための自己の課題を明確にする

レベルⅢ 24 5/23

（レベルⅢ）急変時対
応とフィジカルアセス
メント

【目的】
急変患者の対応を通して教育的指導のスキルを身に付ける
【目
標】
1）急変時に必要な看護技術を習得できる
2）急変患者の対応ができる

3）多重課題・時間切迫下での自己の特性と傾向を把握できる
4）急変対応
時のリーダー役割ができる
＊レベルⅣの研修受講を通して、目標達成を目
指す

レベルⅢ 17 7/26

ベストプラクティス

【目的】
問題解決の取り組みを通して、リーダーシップを発揮する
【目
標】
1）問題解決技法を学び、習得する
2）自部署の問題や課題に気づき、
解決方法を見出すことができる
3）自部署の問題に対し、必要な支援を受け
ながら見出した解決方法を実践することができる
4）自部署の問題に対する
実践の成果や課題を客観的データとして示すことができる
5）集団の特性を
踏まえた動機づけを行い、リーダーシップを発揮する

レベルⅢ 14 6/04

ゲノム医療

【目的】
ゲノム医療を理解し、患者・家族のニーズに応じた支援ができる

【目標】
1）当院で行われているゲノム医療の概要を説明できる
2）ゲノム
医療における看護師の役割について説明できる
3）がん患者・家族のゲノム
医療に対する思いや考えを意図的に確認することができる
4）がん患者・家
族のゲノム医療に対するニーズを明確にして、支援に必要な職種への協力
依頼ができる

レベルⅢ
19
25
25

9/07
9/13
9/13

がん医療と看護倫理

【目的】
がん医療における倫理的課題を理解し、解決に向けてチームで取
り組むことができる
【目標】
1）看護実践における倫理の基本的な知識・態
度・考え方を理解できる
2）がん医療における倫理的課題を述べることがで
きる
3）倫理的課題を解決に導くための方法を知る
4）倫理的課題について
チームで取り組むことができる
5）がん治療、療養過程において、患者・家
族の権利を理解した意思決定支援ができる

レベルⅢ 21 11/09

教育担当者研修①

【目的】
成人学習者の特徴を理解し、効果的な教育方法を考える
【目標】

1）看護職者の特徴を成人学習者の特徴と関連付けて説明できる
2）専門職
業人としての後輩育成の必要性を述べる
3）教育的かかわりに対する自己の
課題傾向を明らかにする
4）成人学習者の特徴をふまえて自部署の指導計画
を立てる
5）後輩育成における自己の課題について述べる

レベルⅢ 22 1/18

教育担当者研修②

【目的】
次年度教育担当者を担う看護師が、役割を理解し、必要な知識・
技術・態度を習得する
【目標】
1）「新人看護師研修ガイドライン【改訂
版】」に示された教育担当者の役割を理解する
2）当院における教育担当者
の役割を理解する
3）教育対象者（主に新人看護師）の特徴を理解する
4）
各看護単位における教育体制を主体的に構築できる
5）所属部署における教
育体制を主体的に構築できる


レベルⅢ 24 2/08

共育リフレクション

【目的】
後輩育成の意味を見出し、自己の役割に対する意欲を高める
【目
標】
1）後輩育成の必要性を理解する
2）後輩育成に必要なコミュニケー
ションを理解する
3）日々の後輩指導を振り返り、自己の成長を見出すこと
ができる
4）後輩指導における自己の役割を明確にし、今後の関わり方につ
いて述べる


レベルⅡ 36 6/15

末梢静脈注射実施認定
①

【目的】
末梢静脈内注射を安全に実施するために必要な知識・技術を習得
し、実施できる
【目標】
1）末梢静脈内注射における看護師の役割と責務及
び実施範囲を理解できる
2）末梢静脈内注射に必要な解剖生理の基礎知識を
習得する
3）末梢静脈内注射における薬剤に関する知識と管理を理解できる

4）安全な末梢静脈内注射の方法がわかり実施できる

レベルⅠ 5 5/03

レポートの書き方

【目的】
ジェネラリストラダーレベル申請に必要な課題レポートの書き方
を習得する
【目標】
1）基本的な文章の書き方がわかる
2）症例報告の構成
を理解できる
3）提出前の構成ができる

レベル共通（全看護師） 53 7/15

がんのリハビリテー
ション

【目的】
がんのリハビリテーションを理解し、実践に活かすことができる

【目標】
1）がんのリハビリテーションの実際を理解できる
2）多職種と連
携し、患者のニーズに対応したリハビリテーションを実践できる
3）がんの
リハビリテーションを推進するための看護師の役割を理解できる
4）所属部
署におけるリハビリテーションの問題点と解決方法に取り組むことができ
る

レベル共通（レベルⅢ以
上）

10 7/08

がん薬物療法看護

【目的】
がん薬物療法における最新の知識・技術とその実際について理解
を深め、がん薬物療法を受けるがん患者とその家族のQOL向上を目指した主
体的な療養生活を支援する
【目標】
1）がん薬物療法看護の特徴と看護師の
役割について理解できる
2）がん薬物療法に用いられる薬剤の特徴と注意事
項を理解できる
3）がん薬物療法の目的、治療計画、レジメンを理解する意
義を知り、レジメンアセスメント項目について理解できる
4）がん薬物療法
を受ける患者のアセスメント項目について理解できる
5）がん薬物療法の代
表的な副作用症状を理解し、セルフケア支援を実践できる
6）がん薬物療法
に用いられるレジメンのアセスメント項目について理解できる
7）レジメン
を取り上げて、投与管理上の留意点、注意すべき有害反応とその予防策・
対応策、セルフケア支援を計画することができる

レベル共通（レベルⅢ以
上）

10 10/28

看護管理研修①

【目的】
自部署の目標をもとに課題を見出し、目標達成のための実践活動
を行う
【目標】
1) PDP(Problem-Discovery-Process)PDCAを用いて問題解決
を行う
2)問題解決を繰り返す過程で、組織学習を体得する
3)自部署の目指
す方向性について考え、目標を具体的に示すことができる


レベル共通（レベルⅢ以
上）

9 7/07
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看護師による抗悪性腫
瘍薬の末梢静脈注射認
定

【目的】
「看護師等による静脈注射実施基準」に則り、病院長より認定を
受け、かつ、医師の指示のもとに投与する抗悪性腫瘍薬の作用・副作用を
十分理解し、卓越した注射技術を習得し実践する。
【目標】
1.静脈注射の
実施に伴う看護師の責任・倫理的配慮について理解する
2.抗悪性腫瘍薬の
副作用、有害事象への対処方法、血管外漏出の対応、緊急時の対応につい
ての知識・技術を習得する
3.静脈注射に伴うリスクマネジメント・感染防
止対策について理解し、実践できる
4.正しい知識のもとに安全に末梢静脈
カテーテル・皮下埋め込み型ポート針留置を実施できる

レベル共通（レベルⅢ以
上）

21 11/09

実地指導者研修

【目的】
次年度実地指導者となる看護師が、役割を理解し、必要な知識・
技術・態度を習得する
【目標】
1）実地指導者に求められる役割、能力を理
解する
2）実地指導で求められる知識・行動・態度について考えることがで
きる
3）実地指導を通しての自己の成長に意欲を示す

レベルⅡ 45 2/15

事例検討②（継続看
護）

【目的】
患者・家族のニーズを捉え、適切な看護を実践できる
【目標】
1）
退院支援・意思決定支援での学びを活かし、患者・家族の置かれている状
況から標準的なニーズを捉え、整理することができる
2）退院支援・意思決
定支援での学びを活用し、患者・家族に必要な基本的な看護ケアを考察す
ることができる
3）上記1）2）を踏まえながら実践した事例をまとめ、他受
講者と共有することで、がん看護ケアの実践における自己の課題を見出す
ことができる

レベルⅡ 27 12/21

医療安全教育

【目的】
基準・手順に基づく安全な看護を提供できる
【目標】
1）医療安全
を学ぶ目的を理解できる
2）看護を安全に実施するための基準・手順を理解
し、適切に実施できる
3）安全な看護実践のために必要な報告・連絡・相談
を適切に実施できる
4）インシデント報告の目的を理解し、適切に報告でき
る
5）安全管理に関する自部署における自己の役割を説明できる


レベルⅡ 44 10/19

退院支援②

【目的】
がん患者と家族のQOL維持向上を目指した退院支援が実践できる

【目標】
1）がん患者の退院支援の特徴とプロセスを理解できる
2）がん患
者の退院支援における課題を整理し、アセスメントすることができる
3）活
用できる社会資源を理解し、基本的な退院調整ができる
4）退院支援・退院
調整の場面で発生する診療報酬を理解できる
5）患者・家族の意向に沿うた
めに、チームアプローチの重要性を理解できる

レベルⅢ 20 9/14

既卒採用者交流会

【目的】
既卒採用者が職場に適応し、自身の能力を発揮しながら組織の一
員として職務を遂行することができる
【目標】
１．自分の思いを言葉で表
出し、既卒者間で思いを共有することができる
２．現在感じているストレ
スに対して、その対処方法について考えることができる
３．自身のキャリ
アや能力を再確認し、当院での役割発揮について考えることができる

レベル共通（全看護師）
8
0

7/13
2/10

（レベルⅣ）急変時対
応とフィジカルアセス
メント

【目的】
急変患者の対応を通して、教育的指導のスキルを身に付ける
【目
標】
1）急変時に必要な教育的指導方法（指導技術やデブリーフィング）が
理解できる
2）教育的指導ができる レベルⅣ 5 7/26

(レベルⅢ) 急変時対応
とフィジカルアセスメ
ント フォローアップ研
修

【目的】
本研修における自己の到達度を認識し、スキルのさらなる獲得と
定着に繋げる
【目標】
1.本研修での学びを再確認することができる
2.現時
点での自己の実践力について振り返ることができる
3.今後の自己の課題を
明確にできる

レベルⅢ
10
9

12/08
1/07

既卒採用者交流会②

【目的】
既卒採用者が職場に適応し、自身の能力を発揮しながら組織の一
員として職務を遂行することができる
【目標】
1.自分の思いを言葉で表出
し、既卒者間で思いを共有することができる
2.現在感じているストレスに
対して、その対処方法について考えることができる
3.自身のキャリアや能
力を再確認し、当院での役割発揮について考えることができる

レベル共通（全看護師） 9 2/10
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(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 島田 和明 

  管理担当者氏名 医療安全管理部：楠本 昌彦 薬剤部：古川 哲也 放射線技術部：麻生 
智彦 臨床検査部：前澤 直樹 統括事務部長：曽我 将久 医事管理部：
曽我 将久 研究管理部：後澤 乃扶子 人材育成センター：大江 裕一郎 
臨床工学部門：入江 景子 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医事管理課 ・診療に関する患者記録
は全て（入院、外来問わ
ず）一患者一ファイル方
式で管理。 
(1)診療録等は永久保存 
(2)内視鏡フィルム、10
年保存 
(3)フィルム（内視鏡フ
ィルム除く）、5年保存 
(4)病理、細胞診プレパ
ラート、20年保存 
 
・診療録の院外への持ち
出しについては、原則禁
止。例外的に持ち出す際
は、リスクレベル評価に
応じたセキュリティ対
策を講じる。 

各科診療日誌 医事管理課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 医事管理課 
看護記録 医事管理課 
検査所見記録 医事管理課 
エックス線写真 放射線技術部 
紹介状 医事管理課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医事管理課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 ・保管を管轄する各部
門が、部門システムあ
るいは台帳等により管
理。 

高度の医療の提供の実績 医事管理室 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究管理課 

高度の医療の研修の実績 専門教育企画室 
閲覧実績 総務課、医事管理課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事管理室 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

薬剤部、医事管理課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室 ・保管を管轄する各部
門が、部門システムあ
るいは議事録や台帳等
により管理。規定遵守
による体制維持に努め
ている。 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理室 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御室 ・保管を管轄する各部
門が、部門システムあ
るいは議事録や台帳等
により管理。規定遵守
による体制維持に努め
ている。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療安全管理室 
放射線部門 
臨床検査部門 
臨床工学部門 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

放射線部門 
臨床検査部門 
臨床工学部門 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

放射線部門 
臨床検査部門 
臨床工学部門 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

放射線部門 
臨床検査部門 
臨床工学部門 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室 ・保管を管轄する各部
門が、部門システムあ
るいは議事録や台帳等
により管理。規定遵守
による体制維持に努め
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御室 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療情報管理室 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

診療の質管理室 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

診療の質管理室 

監査委員会の設置状況 医療安全管理室 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理室 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全管理室 

職員研修の実施状況 医療安全管理室 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療安全管理室 

管理者が有する権限に関する
状況 

医療安全管理室 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

医療安全管理室 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

医療安全管理室 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方
法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載するこ
と。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延 0 件

閲　覧　者　別 医師 延 0 件

歯科医師 延 0 件

国 延 0 件

地方公共団体 延 0 件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている
病院は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」
欄の該当する番号に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　文書管理係長、入院外来係長

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

『独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律(平成13年12月5日法律第140号) 』及び
『独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律施行令(平成14年6月5日政令第199号)』
に基づき以下の当センター規定に則り閲覧を含む開示手続きを行う。
・国立研究開発法人国立がん研究センター情報公開手続規程(平成22年4月1日規程第49号)
・国立研究開発法人国立がん研究センター情報公開手数料規程(平成22年4月1日規程第48号)
・国立研究開発法人国立がん研究センター情報公開審査基準(平成22年4月1日規程第50号)
具体的には、総務部総務課を情報公開窓口として、以下の手続きを行う。
①開示請求者より、法人文書開示請求書(規定様式)の提出と手数料の支払いが行われる。
②①に不備がある場合は、補正依頼公文(規定様式)を送付する。
③請求文書の特定と開示可否の審議を行い、審議結果に応じて、法人文書開示決定通知書又
は法人文書不開示決定通知書を開示請求者に送付する。
④請求の内容により、期限の延長又は事案の移送が必要な場合は、それぞれ規定に基づき通
知公文を開示請求者に送付する。
⑤③を受け、開示請求者が開示実施を希望する場合は、規定の実施方法等申出書を提出す
る。
⑥⑤の実施方法等申出書及び開示実施に係る規定手数料を受け、文書の開示を実施する。

　閲覧の手続の概要

　閲覧責任者氏名 総務課長、医事管理課長

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

総務部総務課、医事管理部医事管理課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
    有・無 

  
・ 指針の主な内容： 
平成30年10月1日改訂 
1）医療に係る安全管理のための基本的な考え方 
2）医療に係る安全管理のための組織及び委員会等に関する基本的事項 
3）医療に係る安全管理のための職員研修 
4）医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策 
5）医療事故発生時の対応に関する基本方針 
6）医療従事者と患者との間の情報共有に関する基本方針 
7）患者からの相談への対応に関する基本方針 
8）その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 14 回 
・ 活動の主な内容： 

医療安全管理室へ報告される全てのインシデント・アクシデント事例、
有害事象例について、月1回医療安全管理部会で原因分析や再発防止対策
、業務改善事項の検討をしている。その後、病院長が委員長である医療
事故等防止対策委員会（月1回）に報告・承認後、決定事項を医療安全担
当副院長から、リスクマネージャー・サブリスクマネージャー会議（月1
回）にてリスクマネージャー・サブリスクマネージャーに伝達し、所属
職員に周知徹底を図っている。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

＜全職員研修：医療安全講演会＞ 
第1回「患者誤認を防止しよう」（R3.6.21～）Web開催（eラーニング） 
第2回「患者・家族、医療者と向き合って 

～15年間の患者対応からお伝えしたい事～」 
（R3.10.19～）Web回催（eラーニング） 

＊年2回受講率 100％ （DVD上映・閲覧含む） 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
  ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

医療安全管理体制の確立・医療安全管理のための具体的方策及び医療
事故発生時の対応方法等について、医療事故等防止安全管理規程を定
め、医療事故等防止対策委員会、医療安全管理部会を設置。また、各
診療科・各看護単位・各部門にリスクマネージャーを配置している。
インシデント・アクシデントが発生した場合は、電子カルテにログイ
ンして起動するインシデント報告分析支援システム（略称CLIP；有害
事象報告を含む）を通じて、各部署より医療安全管理室に報告される
体制。 

 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

リスクマネージャー・サブリスクマネージャー会議での説明・指示・
伝達（月1回） 
インシデント防止目標の提示（隔月）   
医療安全ニュースの発行（月1回） 
職員全員参加の研修会の実施（年2回） 
医療安全ポケットマニュアル（約200頁からなり、全職員携行を義務 

 



 
 
 

 
付）の年1回の更新 
事例集の発行（年1回） 

 
〇過去3年間の報告件数（インシデント・アクシデント）： 
令和 3年度 6347件 
令和 2年度 6400件 
令和元年度 5780件 

〇過去3年間の報告件数（診療関連重篤有害事象）： 
令和 3年度 626件 
令和 2年度 540件 
令和元年度 473件 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
   有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
感染対策の基本的考え方、院内感染対策体制の整備(院内感染対策委員会、感染制御室、感染対策チ
ーム、感染制御室長、副感染制御室長、院内感染管理者、感染制御室専任医師の設置)、職員に対す
る研修に関する基本方針、感染症の発生状況の報告に関する基本方針、院内感染発生時の対応に関す
る基本方針、患者等への情報提供と説明に関する基本方針、その他、院内感染対策推進のために必要
な基本方針、抗菌薬適正使用推進のために必要な基本方針について。 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
・ 活動の主な内容： 

院内感染発生動向の監視と効率的な院内感染対策が実施できるように、感染制御室および感染対策チ
ームの活動支援を行う。感染制御室、感染対策チームで検討した課題や提案された事項について審議
、決定を行う。 
新型コロナウイルス感染症対策WG定例会議（１回/週） 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
＜全職研修：院内感染対策講演会＞ 
第1回 「標準予防策を極める」  (R3.5.26)  当院感染制御室 室員 
 
第2回「チームで高める感染対策」(R3.10.29) 東京慈恵会医科大学付属病院 医師:中澤 靖      
                                                                     看護師:美島 路恵 
延べ参加人数：1551名 受講率：第1回100.0％、第2回100.0％（ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ視聴・DVD視聴を含む） 
＜その他＞ 
実技確認の機会として「感染対策実技トレーニング」(年10回および各部門での開催)など 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1.院内感染上重要な病原体の検出時には、微生物検査室から担当医とともに感染制御室に電話連絡さ
れ、患者の状態を把握後、当該部署に必要な対応について指示している。 
2.病院長には週に2回、感染制御室長もしくは院内感染管理者が院内の状況を日報として報告してい
る。これらをまとめ毎月の院内感染対策委員会に報告している。 
3.アウトブレイクが疑われた場合は、速やかに調査・状況把握を開始し、必要に応じて臨時院内感染
対策委員会を招集するとともに、全職員対象メールやリスクマネージャー・サブリスクマネージャー
会議を通じて院内全体に対応を周知する体制としている。 
4.新たな感染症発生時には、臨時委員会の開催や講演会を実施している。 
5.重大なアウトブレイク発生時などには、保健所など外部機関に報告・相談し、速やかな収束および
再発防止を図る体制となっている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 
・ 研修の主な内容： 
2021/6/15 麻薬管理について 
2021/9/15 がん患者の血糖管理 知識編 
2021/9/29 がん患者の血糖管理 薬剤編 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
‒ 医薬品の適正な購入及び各種規制を遵守した適正な管理 
‒ 病棟常備薬の適正な配置と保管・管理状況の把握および指導 
‒ 外来及び入院患者の処方薬の調剤及び指導 
‒ 外来及び入院患者への医薬品の使用 
‒ 医薬品情報の収集・管理・提供 
‒ 持参薬鑑別による情報収集と情報共有 
‒ 他医療機関との医薬品使用に関する情報の共有と連携医薬品の安全使用に関する教育・研修の実

施 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
‒ 造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症に対するcidofovirの投与 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
‒ 病棟薬剤師による各病棟への医薬品安全使用に関する情報周知の徹底 
‒ 安全性速報（ブルー・イエローレター）の院内周知の徹底 
‒ 薬剤部HP・コンテンツの改善 
‒ 投与時に注意が必要な薬剤に対する注意喚起を目的とした一覧の作成及び院内周知 
‒ 複数規格のある薬剤の規格の取り違え防止を目的とした表示名称の工夫 
‒ 同種同効薬の採用に際し、安全使用を目的として力価・包装等の院内資料を作成し配布 
‒ ハイリスク薬に対する注意喚起のため、定義と注意事項を周知 
‒    調剤時に医薬品の取り違いを防止するためにバーコード認証を利用した調剤支援システム 

の導入 
‒ 適応外使用、未承認薬使用の把握及び申請における管理 
‒ 抗がん剤レジメン審査の管理 
‒ 院外薬局との医薬品使用に関する情報共有と連携の実施 
‒ SGLT2阻害薬の術前休薬期間（糖尿病学会recommendation）について院内周知 
‒ 添付文書の電子化について、添付文書の閲覧方法を院内に周知 
‒ 院内のポリファーマシー対策として、薬事委員会にポリファーマシー対策小委員会を設置し

、多職種からなるポリファーマシー対策チームを組織して稼働 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 

 

 

 

 

 



 
 
 

 
 

規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
〈放射線部門〉 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年139回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

新規医療機器設置後、定期点検後ならびにバージョンアップ後に 
添付文書に基づく使用方法、注意点、変更点、管理方法等について研修を実施 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

 職員による日常点検の実施と不備事象の適宜報告 
   機器メーカーによる保守・定期点検の計画・実施・報告の実施 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

 
PMDAやメーカー、国立病院機構からの情報周知等 
 

 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：（ 無 ） 
    
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 機器メーカーによる定期点検の実施、職員による日常点検の実施と不備事象の適宜報告 
   修理・事故原因報告に基づいた機器・ソフトの改修ならびにバージョンアップ 
   業務マニュアルの定期的な改訂 使用・運用マニュアルの定期的な改訂 
   定期的な勉強会の実施と自己研鑽の推奨 
   定期的なインシデント報告会、危険予知トレーニングによる医療機器の安全使用についての 

検討 
医療安全管理室と連携し、関連職員（医師、看護師、看護助手）へのMRI磁場体験および 
eラーニングの実施 
放射線治療に至るまでの全体的な行程を理解する放射線治療行程研修を開催 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
＜臨床検査部門＞ 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 8 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

新規検査機器導入時の院内研修 
検査機器の保守点検・消耗品交換・不具合発生時の対応等に関するメーカー研修などを実施 
入職者に対する伝達講習 

 
 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

ISO15189:2012規格に準じたメーカーによる定期点検計画の実施・作業報告書の保管 
医療機器の日常点検の実施および実施記録の保管 

 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無 
 
   PMDA、メーカー、国立病院機構からの情報収集 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1）日常点検の実施 
2）定期点検の実施 
3）機器操作手順書の整備・改訂・周知 
4）日当直業務実施のための機器操作トレーニング 

 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係
る措置 
〈臨床工学部門〉 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年126回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

 
人工呼吸器、血液浄化装置、除細動器等の特定保守管理機器を中心に研修計画を立て、使用
方法、管理方法、注意事項、不具合対応について実施。新規導入医療機器についても導入時
、バージョンアップ後等必要に応じて実施。 

 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

除細動器、人工呼吸器、血液浄化装置、電気メス、シリンジ・輸液ポンプ、モニタ類等につい
て、機器購入時に計画を立て、機器管理システムにて管理。臨床工学技士またはメーカーによ
って日常点検、定期点検を実施。 

 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：無 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 

PMDAやメーカー、医療安全管理室より情報を収集し、勉強会（説明会）の開催、使用マニュア
ル改訂、現場管理者へ通知、各会議等で周知して改善している。 

 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
・責任者の資格（医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全管理責任者として、医療安全担当副院長を任命済み。   
 医療安全管理室の室長であり、医療事故等防止対策委員会には副委員長として出席している。 

また、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医療放射線安全管理責任者から、報告を
受ける体制が構築されている。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
有（8名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報の収集・管理・提供は主として薬剤部医薬品情報管理室にて行っており、周知は定期的（月

1回）な医薬品情報誌の発行、医薬品集の発行（年 1回）、タイムリーなお知らせ文書の発行等を、印

刷物・メール・イントラネット掲載等を利用して行っている。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 院内で使用する医薬品は薬剤部で一元管理する体制をとっており、医薬品の適応外使用について

は、薬事委員会（適応外使用小委員会）で審査・報告等を行い、病院長の許可を得て使用をしている。

未承認医薬品の使用については、高難度新規医療技術等評価委員会（未承認薬使用小委員会）で審査

・報告等を行なう体制としている。また、薬剤部では、未承認医薬品使用、適応外使用、禁忌の使用

について、所定の手続きを行っていない処方例について、薬剤師が把握した情報を集約する体制とし

ている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：各診療科，職種 医師「各診療科長」 ） 

（所属：看護部 ，職種 看護師長  ）  （所属：臨床検査科，職種 臨床検査技師長 ） 

（所属：放射線技術部 ，職種 診療放射線技師「技術部長」） （所属：輸血管理室，職種 医師） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 



 
 
 

 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

全死亡症例における最終治療に関する患者説明状況調査  

全有害事象報告における当該事象に関する事前の患者説明状況調査 

上記調査結果から対応が必要と判断した診療科に対し、改善指導の実施及び説明文書の新規作成と改

訂依頼 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理係において、退院時要約を含む診療録等の確認・管理を行い、診療統計の一部の算出を

行っている。 

診療情報管理委員会において、診療録や入院診療計画書の監査を実施している。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ 8 ）名、専任（ ）名、兼任（ 6 ）名 

 うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ 4 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名 

 うち看護師：専従（ 4 ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名 

  うち事務員：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（  ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１） 医療安全に関する現場の情報収集及び実態調査 

（定期的な現場の巡回・点検、理解度の確認、マニュアルの遵守状況の点検） 

２） 医療事故防止対策マニュアルの作成及び点検、見直し 

３） 部門別に作成されているマニュアルの確認及び見直しの提言 

４） インシデント・アクシデント・有害事象報告 

（インシデント・アクシデント・有害事象事例を体験した医療従事者が、その概要を記載した

文書をいう。以下同じ）の収集、保管、分析、分析結果などの現場へのフィードバックと集計

結果の管理、具体的な改善策の提案・推進とその評価（改善策の周知確認） 

５） 医療安全管理に関する最新情報の把握と職員への周知（他施設における事故事例の把握等） 

６） 医療安全に関する職員への啓発、広報（月間行事の実施など） 



 
 
 

 

７） 医療安全に関する教育研修の企画・運営、教育研修の理解度確認 

８） 医療安全管理に係る連絡調整 

※モニタリング実施状況：  

医療安全管理指標として 17 項目（「インシデント・アクシデント報告件数」「有害事象報告件

数」「インシデント・アクシデントレベル別割合」「患者誤認事例件数」「放射線診断レポート

未開封割合」「病理診断未開封レポート割合」「抗がん薬血管外漏出割合」等）についてモニタ

リングしている。 

医療安全ニュースやリスクマネージャー会議の周知内容、医療安全講演会の内容、医療事故防止

対策マニュアルの所在確認、自部署でおきたインシデントの情報共有方法、医療事故調査制度で

報告すべき事案について、医療安全ポケットマニュアルの携帯状況、インシデント報告システム

の確認、内部通報窓口の場所と報告方法、患者のアレルギーの入力の方法等について、部署ラウ

ンドで職員へ確認している。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（5件）、及び許可件数（5件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

診療の質管理室(技術提供の適否を決定する部門)が高難度新規医療技術の導入申請を受付け、部門内

の関係者で確認し、高難度新規医療技術等評価委員会に申請技術の導入適否に関して意見徴取を行

う。その意見に基づき、診療の質管理室の室長が申請技術の導入可否を決定する。導入した技術につ

いては、申請診療科に事後評価報告を依頼し、当該技術が適切に実施しているか確認している。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 3 件）、及び許可件数（ 3件） 



 
 
 

 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術及び未承認新規医薬品等を用いた医療提供に関する委員会の事務局業務及び委

員会の検討結果の通知に対して承認・非承認を決定し病院長に報告する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 320 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況： 

インシデント・アクシデント報告：令和 3年度 6347 件 

有害事象報告：令和 3年度 626 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

死亡症例については、医事管理課から医療安全管理室へ、1週間毎に全死亡患者リストを報告す

る仕組みがある。入院患者が死亡した場合は、医師が死亡日時、治療及び死亡前の状況、治療中及

び最終治療日から 30 日以内に発生した死亡の有無を遅滞なく報告し、医療安全管理室で内容に問

題がないか毎日カルテレビューしている。医事管理課からの死亡患者リストは、医療安全管理室で

最終治療に関する説明・同意書の有無や診療内容の確認をし、病院長と複数の副院長によるカルテ

レビュー結果を医療安全管理室で確認し、再調査となった場合、診療科への確認と医療安全管理部

会での分析・対策立案を経て、医療事故等防止対策委員会へ報告・審議となる。 

重大事例については、医療安全管理室での説明・同意書の有無や診療内容の確認し、必要時は診

療科と症例検討会を実施した上で、医療安全管理部会での分析・対策立案を経て、医療事故等防止

対策委員会へ報告・審議となる。 

死亡症例、重大事例とも、医療事故等防止対策委員会にて承認された対策は、病院長による関係

診療科への指導や、医療安全担当副院長からリスクマネージャー・サブリスクマネージャー会議に

て伝達し、職員に周知徹底を図る体制となっている。 



 
 
 

 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有 web 開催（病院名：愛知医科大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有 web 開催（病院名：愛知医科大学病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 特記なし 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

安全管理に係る相談窓口として、相談支援センターを設置している。 

患者へは院内ポスター提示、リーフレット設置等により周知している。その後、相談支援センタ

ーから患者医療対話推進室へ対応依頼される仕組みがある。患者医療対話推進室では、相談支援

センターや病棟等から相談等を受けた後、関係部署から事実関係等を聴取の上、対応を実施して

いる。医療安全管理上の問題は、医療安全管理室へ情報共有され連携して改善策を立て対応して

いる。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

外部監査委員会や医療安全相互ラウンドで指摘された事項（医療安全管理部の目標設定や ICに関

する患者・家族の反応記載）や特定機能病院承認要件（内部通報窓口や外部監査委員会の設置、医

療安全管理室ラウンドの実施）について、令和 2年度第 2回医療安全講演会で全職員へ周知した。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者：公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

「令和 2 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 2年 11月受講 

「令和 3 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 3年 12月受講 

医療安全管理責任者：公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

「令和 2 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 2年 10月受講 



 
 
 

 
「令和 3 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 3年 11月受講 

 

医薬品安全管理責任者：一般社団法人日本病院薬剤師会主催 

「令和 2 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 2年 11月受講 

「令和 3 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 3年 11月受講 

 

医療機器安全管理責任者：公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

「令和 2 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 2年 11月受講 

「令和 3 年度特定機能病院管理者研修 1日間」令和 3年 11月受講 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

病院機能評価（一般病院 3）3rdG:Ver.2.0 

受審日：2019 年 2月 5日～ 2月 7日 

認定日：2019 年 8月 9日（認定期限 2023 年 11 月 16 日） 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

上記について、改善要望事項に該当する項目の指摘はなかった。 

公表については、病院機能評価の審査結果報告書を病院ホームページに掲載している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

全 88評価（S評価:4、A評価:69、B 評価:15、C評価:0）において、B評価と A評価でも課題だと

思われる項目については、2020 年 11 月の認定期間中における中間審査（改善状況報告）までに

改善措置を実施した。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 
 ・ 基準の主な内容 

（１）病院において、以下のいずれかの業務に従事した経験を有し、医療安

全管理に関する十分な知見を有するとともに、患者安全を第一に考える

姿勢及び指導力を有していること 

   ア 医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責

任者の業務 

   イ 医療安全管理員会の構成員としての業務 

   ウ 医療安全管理部門における業務 

   エ その他上記に準じる業務 

（２）当該病院内外において組織管理経験があり、高度の医療の提供、開発

及び評価等を行う特定機能病院の管理運営上必要な資質及び能力を有し

ていること 

（３）中央病院及び東病院の理念及び基本方針を十分に理解し、高い使命感

を持って継続的かつ確実に職務を遂行する姿勢と指導力を有しているこ

と 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：病院ホームページ 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の運営の方針、中期計画、予算及び決算その他の病院の運営に関する重要な事項 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

 病院運営会議の議事概要を作成し、病院全体に周知 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 病院ホームページ 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

規程上、議長が必要と認める者（外部有職者を含む）を病院運営会議に参加させることが 

 できるとしている。 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

島田 和明 ○ 医師 病院長 

尾崎 俊雄  事務 理事長特任補佐 

藤元 博行  医師 副院長 

山本 昇  医師 副院長 

大江 裕一郎  医師 副院長 

楠本 昌彦  医師 副院長 

吉本 世一  医師 副院長 

關本 翌子  看護師 看護部長 

古川 哲也  薬剤師 薬剤部長 

奥坂 拓志  医師 内科系部門長 

金光 幸秀  医師 外科系部門長 

小林 望  医師 検診センター長 

鈴木 達也  医師 企画戦略局次長 

麻生 智彦  診療放射線技師 診療放射線技術部長 

前澤 直樹  臨床検査技師 臨床検査技師長 

曽我 将久  事務 統括事務部長 

梶野 浩司  事務 財務経理部長 

舩越 裕  事務 人事部長 

吉浪 誠治  事務 企画経営課長 

大島 朗  事務 財務管理課長 

宇内 健治  事務 医事管理課長 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 

理事会規程：病院の運営に関する事項が審議される際には、病院長は理事会に出席し、意見を
述べることができる。 

   組織規程：院長は、病院の事務を掌理する。また、特定機能病院としての機能を確保するため
に必要な事項に関して、理事長に意見を述べることができる旨規定。 

 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 

組織規程：副院長は、院長を助け、病院の事務を整理する。 
        企画経営部を設置し、センターの業務の企画及び調整に関すること、センターの経

営に関することの事務をつかさどる旨規定。 
 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

国立病院機構が主催する以下研修に参加 
・中間管理職新任研修 
・薬学生実務実習対策研修 
・障害者雇用にかかる就労支援研修 
・診療放射線技師実習技能研修 
・認定看護管理者教育課程 

 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

監査委員会は、医療の安全の確保を図るため、理事長が設置するものとし、次に掲げる業務を行う。 

（１）医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療事故等防止対策委員会、医薬品安全管理責任

者、医療機器安全管理責任者、その他監査委員会として必要と認めるものの業務の状況につ

いて病院長、その他監査委員会として必要と認めるものから報告を求め、又は必要に応じて

自ら確認を実施する。 

（２）必要に応じ、理事長又は病院長に対し、医療に係る安全管理についての是正措置を講ずるよ

う意見表明を行う。 

（３）（１）及び（２）に掲げる業務について、その結果を公表する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法：病院ホームページ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

山本 修一 地域医療機能推

進機構 理事 

千葉大学大学院

医学研究院 

眼科学前教授 

千葉大学医学部

附属病院 

前 病院長 

○ 特定機能病院
の医療安全体

制に精通 

有・無 1 

川﨑志保理 

 

順天堂大学医
学部附属順天
堂医院医療安
全推進部 部
長補佐 

 特定機能病院
の医療安全体

制に精通 

有・無 1 

田島 優子 さわやか法律

事務所 弁護士 

 法律関係に精
通 

有・無 1 

眞島 善幸 ＮＰＯ法人 

パンキャンジ
ャパン代表 

 患者団体の役
員として医療
問題に精通 

有・無 2 



 
 
 

 
荒井 保明 国立がん研究

センター 

理事長特任補
佐 

 当院の前病院
長として院内
診療・医療安全
管理体制を熟

知 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

理事会、執行役員会及び内部統制推進委員会・リスク管理委員会の整備、開催。病院長はこれら
の理事会等に出席。 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 12回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 12回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法：新採用オリエンテーション、医療安全ポケットマニュアル 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

・情報発信の方法、内容等の概要 

 ホームページを通し、各診療科で提供している医療や先進医療の提供状況、治験実施状況、

研究成果や新たな取り組みについて最新情報を随時公開した。 

 がんに関する知見や研究成果、科学的根拠に基づく診断・治療法について広く国民に情報提

供を行うために、プレスリリースやSNSの活用、積極的な取材対応を行い情報発信した。 

 患者さんへは、動画の配信やSNSの活用などで職員の顔が見える丁寧な情報提供を行った。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

  ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

１．主たる悪性腫瘍に対して開設されている内科・外科間の連携 

２．特化した治療（放射線治療、放射線診断、内視鏡センター、通院治療センター等）と各診療

科との連携 

３．複数の悪性腫瘍や、患者の状態によって診療科間における協力が必要な場合の連携（転移が

ん、希少がん等） 

４．その他 

 

 

 

 

 


